
平成２３年度優先度判定パブリックコメント結果 

No. 属性 年代
府省
名

施策
番号

施策名
ご意見概

要
ご意見 その理由

2801

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このまま
推進す
べき

テニュアトラック事業は
より推進すべきであると
考えていますが、できれ
ばアメリカのように完全
に研究室運営も自立に
むけて推進して頂きた
い。

現実的には完全に独立
性が保たれておらず、
上の立場のものからの
介入も多々あるのた
め。

2802

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

大学等が持続的な成
長・発展を遂げていくた
めには、イノベーション
により新たな価値を生
み出すことが必要不可
欠であり、教育力・研究
力を強化すること。ま
た、大学附属病院にお
いては質の高い医療を
提供するためにも、本
事業は極めて重要であ
る。

豊かな人材養成や独創
的・先端的な学術研究
を推進するために安全
性(耐震等)・機能性に問
題のある既存建物の改
善、高度化・多様化する
教育研究活動に必要な
新たなスペースの確
保。また、地域医療の
最後の砦となる大学附
属病院の再生を行い、
高度先端医療等の提供
を行うことは、国民にと
って有益なことである。

2803
民間
企業

20～
29歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

今後の社会において、
省エネ、省資源といった
いわゆるグリーン化が
重要であることは間違
いない。印刷エレクトロ
ニクスはこれに合致した
技術であり、これの発展
を強力に推進すべきで
ある。

エレクトロニクス分野は
日本の重要な産業であ
る。しかし、一方でアジ
ア諸国の台頭によりか
つてのような優位さは
失われつつある。ここ
で、次世代技術の発展
に力を注ぐことにより、
技術立国としての地位
を確固たるものにしなけ
ればならない。印刷エレ
クトロニクスは世界に求
められる技術であり、こ
の分野で先んじること
は将来の日本経済にと
っても強みとなりうる。

2804
民間
企業

50～
59歳

厚生
労働
省

25104

難病・がん等
の疾患分野
の医療の実
用化研究の
一部（臨床研
究関連研究
分野）

このまま
推進す
べき

いい加減な代替治療で
あっても家族は藁にも
すがる気持ちでなけな
しのお金を使います。国
費で開発をして頂けれ
ばどれだけの患者や家
族￥が救われるかわか
りせん。 

手術もできず抗がん剤
も効果がないような状
況では、家族はただ見
守るしかできません。放
射線治療は高額です。
庶民にはとても手が出
ません。どうかがんペプ
チドワクチンの開発を進
めて欲しいと切にお願
い申し上げます。 

本施作は加速器をもち
いて新しい物理学の法
則を探求することを目
的としており、これから
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2805

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

の物理学の発展のため
に、大変重要なもので
あると考える。この加速
器は従来の加速器を改
造することにより実現さ
れるため、コスト的にも
メリットが大きい。また
加速器の強度を高める
ことにより新しい物理を
探す手法は、ヨーロッパ
のLHC実験などのより
高いエネルギーを用い
た探索とは全く異なり、
お互いに相補的な研究
手段を提供しているの
で、有用性が高い。また
国際的にも競争力が高
い研究である。よって本
施策は強力に推進され
るべきである。

物理学のさらなる基本
法則を探求することは、
将来の科学技術の発展
のために非常に重要な
ことである。長期的なビ
ジョンに基づいて日本
が科学立国を目指すの
ならば、素粒子研究の
ような基礎科学研究を
充実させることがもっと
も重要なことである。本
施策はこの観点から最
重点に推進される課題
であると考える。 

2806

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24105
先端的低炭
素化技術開
発

このまま
推進す
べき

社会貢献につながる基
礎的研究事業へしっか
り資金を注ぐことは必要
です。容易に創造でき
ないハイリスク分野へ
の挑戦の芽を生む力と
育てる力の両方で支え
ることが、変革への道
のりになると考えます。

産官学の連携によって
革新的研究開発への挑
戦ができるスキームは
大変貴重です。世界的
に課題となっている環
境問題に真摯に取り組
み、低炭素社会の実現
にむけて人々の役に立
つ技術開発こそ研究の
原点と考えます。先行
者のいない先端技術の
あり方と期待します。

2807

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

経済
産業
省

27023
重質油等高
度対応処理
技術開発

このまま
推進す
べき

石油が今後も主要な一
次エネルギーであること
は長期的に変わりなく、
国がグリーンイノベーシ
ョンの観点から、残渣油
やより重質な原油を効
率的に精製するための
技術開発を進めること
は、石油エネルギーの
安定供給のみならず、
我が国経済活動全般を
下支えするものとして、
大変重要な意義を持つ
ものと評価できる。石油
の有効利用を最大限進
めることは、地球温暖
化問題に対応するため
にも重要であり、このよ
うな施策は積極的に推
進すべきである。

本施策での開発事業の
結果を適用することによ
り、化石エネルギー原
料の単位量当たりから
製造される燃料製品回
収後に残存する成分を
減少させることによっ
て、温室効果ガス削減
への寄与が可能とな
る。また、オイルサンド
等の非在来型石油資源
の利用可能性にもつな
がるものと期待され、エ
ネルギーセキュリティー
向上にも貢献しうるもの
である。

革新的ＨＰＣＩの構築は
従来型プロジェクトの反
省に根ざした新しい志

私はゲノムや薬学デー
タを大規模計算機で解
析する基礎研究を永年
行っている者です。スパ
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2808

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマン
ス・コンピュ
ーティング・イ
ンフラ（HPCI）
の構築 

このまま
推進す
べき

に基づく提案であり、是
非この時期に推進すべ
きと考える。スパコン本
体に対する追加予算の
ような誤解が生じやす
いかも知れないので、Ｈ
ＰＣＩが無ければなぜダ
メなのか、スパコン本体
の建造と同等（以上）の
意義があることをきちん
と説明していただきた
い。私はライフ研究に携
わっているが、ＨＰＣＩの
成功はライフ・イノベに
とっても最重要の鍵の
一つである。

コン周辺では、米国で
はASCI計画等で応用と
計算機技術の人材の橋
渡しが進んだが、我が
国では少なくともここ２０
年間、計算と科学を結
ぶための人材養成の砦
を作る試みは小規模な
ものしか実現していま
せん。本施策は研究教
育拠点の整備、全国連
携体制の構築、先端的
応用成果創出等のパッ
ケージであり、長期的な
利得はスパコン本体よ
りも大きいほどです。

2809

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24144
私立大学等
経常費補助

このまま
推進す
べき

推進すべき 推進すべきです。

2810

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

厚生
労働
省

25113

独立行政法
人医薬基盤
研究所 保健
医療分野に
おける基礎
研究推進事
業

このまま
推進す
べき

抗体医薬の効率的生産
を目指す研究を行われ
ている当事業は、国民
にとって大変有意義な
ものであると考えます。
予算の減額、または事
業廃止等が行われるこ
とのないようにお願い致
します。

本事業は、基礎研究成
果をあげることより実用
化につながる成果をあ
げることを重視されてい
る点が非常に評価でき
ると考えます。国民にと
っては、何年先に実用
化できるか分からない
基礎研究よりも現在は
有効な治療薬、治療方
法がない重篤な疾患を
数年内に克服できる望
みがある研究に力を入
れるほうが望ましいと思
います。

2811

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24123
脳科学総合
研究事業費

このまま
推進す
べき

生命の研究で最後のフ
ロンティアともいうべき
課題、それが脳科学で
ある。日本の現状をみ
ると、社会不適応、認知
障害など、脳の機能不
全に基づく健康問題が
深刻化しており、今後さ
らに大きな問題となって
いくことが懸念される。
その根本的解決をはか
るには、まず脳の働き
の原理的理解が不可欠
である。単純な脳を持っ
た動物の研究からはじ
めてヒトの脳の理解に

科学技術の発展は一朝
一夕になるものではな
く、長い年月をかけた地
道な積み上げによって
大きな飛躍がうまれる
のである。資源に乏しい
日本が今日に繁栄を築
くことが出来たのは、固
有の歴史的技術と「人
間性」との上に、明治期
に海外の技術を徹底的
のとりこんだことによ
る。この海外の技術は
ギリシャ以来の西欧科
学の所産である。世界
の中での日本の中が危
ぶまれる今、自前の科

3



至る全階層的研究の推
進、それが今求められ
ている。

学をしっかりと根付かせ
るのでなければ、未来
は暗い。

2812

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

大学等が持続的な成
長・発展を遂げていくた
めには、イノベーション
により新たな価値を生
み出すことが必要不可
欠であり、教育力・研究
力を強化すること。ま
た、大学附属病院にお
いては質の高い医療を
提供するためにも、本
事業は極めて重要であ
る。

豊かな人材養成や独創
的・先端的な学術研究
を推進するために安全
性(耐震等)・機能性に問
題のある既存建物の改
善、高度化・多様化する
教育研究活動に必要な
新たなスペースの確
保。また、地域医療の
最後の砦となる大学附
属病院の再生を行い、
高度先端医療等の提供
を行うことは、国民にと
って有益なことである。

2813

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を
可能とする革
新グリーン技
術の開発）

このまま
推進す
べき

再生可能資源を基盤と
した技術の開発は、強
力に推進していくべき施
策だと思います。特に、
非可食系資源を原料に
した材料開発は、これ
からの日本の経済やモ
ノづくりを下支えする技
術になると考えられるの
で戦略的かつ長期的に
実施してもらいたい。

現在、我々の使用して
いる材料やエネルギー
はほぼ石油依存型であ
り、石油価格の変動に
よって大きな影響を受
ける。再生可能資源で
あるバイオマス、特に非
可食系資源を原料に使
用する技術開発は環境
問題や資源問題のみな
らず、材料やエネルギ
ーの安定供給性を高め
ることで経済的な効果も
期待できる。これらの技
術を先進的に開発する
ことは、我が国と国民に
とって大きな利益を生
み出すと予想されるた
め。

2814

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かしたイ
ノベーション
創成型研究
開発

このまま
推進す
べき

生命の研究で最後のフ
ロンティアともいうべき
課題、それが脳科学で
ある。日本の現状をみ
ると、社会不適応、認知
障害など、脳の機能不
全に基づく健康問題が
深刻化しており、今後さ
らに大きな問題となって
いくことが懸念される。
その根本的解決をはか
るには、まず脳の働き
の原理的理解が不可欠
である。単純な脳を持っ
た動物の研究からはじ
めてヒトの脳の理解に
至る全階層的研究の推
進、それが今求められ
ている。

科学技術の発展は一朝
一夕になるものではな
く、長い年月をかけた地
道な積み上げによって
大きな飛躍がうまれる
のである。資源に乏しい
日本が今日に繁栄を築
くことが出来たのは、固
有の歴史的技術と「人
間性」との上に、明治期
に海外の技術を徹底的
のとりこんだことによ
る。この海外の技術は
ギリシャ以来の西欧科
学の所産である。世界
の中での日本の中が危
ぶまれる今、自前の科
学をしっかりと根付かせ
るのでなければ、未来
は暗い。
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2815

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24151

サイエンス・
パートナーシ
ップ・プロジェ
クト

このまま
推進す
べき

高校生の数学，理科離
れを食い止めるととも
に，これからの日本の
科学研究の基盤となる
人材の育成には，サイ
エンス・パートナーシッ
プ・プロジェクトはぜひと
も必要である．特に受
験勉強では味わえない
生きた学問を学ぶこと
により，考える力を身に
付けた人材の育成に役
立つことは明らかであ
り，この事業を推進する
ことは重要である．

これまで，実際に体験し
てきたサイエンス・パー
トナーシップ・プロジェク
トにおけるアンケートで
は，このプロジェクトに
参加して，学問の面白
さが分かった，あるいは
学習意欲がわいたと答
える学生が多かった．ま
た，授業をしていて，参
加する生徒の意欲が日
に日に上がっていること
も経験してきている．現
在，我が国の中・高生
の数学，理科に関する
力は，以前とは違い大
きく落ち込んでおり，こ
のような取り組みは必
要である．

2816
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27018

次世代照明
等の実現に
向けた窒化
物半導体等
基盤技術開
発

このまま
推進す
べき

窒化物半導体を使用し
た次世代照明技術を確
立し、産業として育成し
ていくことを望みます。

窒化物半導体は有害物
質を使用しない環境に
やさしい技術であり、こ
れを使用した照明技術
を確立して産業化し、廉
価にその製品を世界中
に浸透させることができ
れば、日本は国際社会
に大きく貢献することが
できる。照明（明かり）は
文明の象徴であり、他
の電気器具と比べても
未だに大きな意味を持
っている。それは、特に
発展途上国において顕
著であり、宇宙から見た
地球の北半球(特に日
本）が明るく、南半球が
暗いという画像がいろ
いろな媒体で現われ
る。この明かりをより効
率的で環境にやさしい
日本の照明技術によ
り、しかも偏ることのな
い明かりを地球上にも
たらすことを望む。

2817 大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

科研費は、基礎科学研
究を進展させるために
は必要不可欠な研究資
金となっている。また、
十分実績のない若手研
究者に対しても配慮さ
れた競争的資金であ
り、次代の学術研究、

私が所属する理学部で
は、主に基礎研究を行
っている研究者が多く、
研究目標や期待される
成果が絞り込まれた
（政府関係機関や企業
からの）研究資金を得
にくい分野が少なから
ずある。研究者が自由
な発想に基づき課題を
設定できる科研費は、
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設試
等）

科学技術を担う人材育
成にも資するところが大
きい。本事業は、維持、
むしろ拡充すべきであ
る。

理学部で行われている
ような基礎科学研究を
進展させるためには必
要不可欠な研究資金と
なっている。基礎科学
の進展は、長い目で見
れば科学技術創造立国
の基盤となる。 

2818
公益
法人

60歳
～

文部
科学
省

24148
理科教育設
備整備費等
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

理科教育設備整備費等
補助金の優先度判定
を、小学校・中学校の新
学習指導要領完全実施
時期を控え、その重要
性から現判定の「着実」
から「優先」にし、本予
算を増額する。増額原
資は平成２３年度から５
ヵ年計画とし５ヵ年総額
１５０億円（１／２補助
分）を下限とする。（※
新学習指導要領の小・
中学校の理科設備をす
べてそろえると１，１００
億円規模；社団法人理
科教育振興協会試算）
高等学校は２４年から
同様の施策を検討す
る。 

 
資源のない国日本が科
学技術立国を国是とし
て久しいが、理科教育
の重要性は社会的認知
度と相まってきている。
一方昨年来、科学技
術・学術審議会の審議
経過においても次代を
担う人材の育成が重要
とされる中、スーパーサ
イエンスの重要性（拠点
型）と併行し、全国理科
基盤教育として機会均
等に配備すべき最も重
要な予算である。

2819
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

理化学研究所の一般公
開に参加し、研究者の
熱い将来計画を聞かせ
て頂き、この重要性を
感じました。昨今では科
学予算の削減等という
非常に悪い風潮が政界
の中には広がっており
ますが、国民として科学
予算は決して削減して
はいけない予算だと思
っております。 
日本が世界に通用す
る、まさに世界で1番に
なる為に必要な装置で
あると思っています。見
直すどころかＲＩＢＦは予
算を拡大してでも日本
の未来の発展の為に推
進すべきであると思い
ます。

日本が誇れる科学は1
番でなくてはならないの
です。二番ではいけな
いのです。先端加速器
による基礎科学を進め
ていかなければ、資源
のない日本は後進国に
なってしまいます。既に
出来ているＲＩＢＦの施
設をフル活用する事に
より、意味があり科学の
進展につながります。
建設だけでは何も起こ
りません。是非外国に
向けて誇れる科学大国
になっていただきたいと
思います。

我が国の科学技術の発
展とその成果の社会貢
献は世界においてもトッ
プレベルである。その背
景には、世界をリードし
てきた最先端研究開発
に対する国家的多大な 我が国における、もの
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2820

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24135

最先端研究
開発戦略的
強化費補助
金

このまま
推進す
べき

る支援がある。今後、更
にこうした世界的な最先
端研究を推進し、時代
を先取りした研究開発
の展開には、我が国が
世界に誇れる世界最新
鋭研究設備を駆使した
戦略が不可欠である。 
その戦略の実践と期待
される成果を常に世界
的にリードして挙げるた
めには、全国的視野に
立脚した研究連携と設
備の更なる充実を図り、
研究開発推進と人材育
成を継続的に行うこと
が極めて重要である。 
それ故、国家的戦略と
して最先端研究開発戦
略的強化費の充実と効
率的活用がなされるべ
きである。

つくり、ＩＴ、生命科学等
の最先端研究は、研究
者の優れた発想とそれ
を実現させるためのた
ゆまない最先端研究設
備の開発とその有効活
用によるところ大であ
る。従って、科学競争の
激しい世界的状況から
も、たゆまぬ研究展開と
若手人材育成を平行し
て実施することが、今後
益々重要となることか
ら、最先端研究開発の
展開を国家的戦略とし
て強化されるべきであ
る。

2821

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

高エネルギー加速器研
究機構では、今後機構
の総力をあげて推進す
べき重要なテーマをロ
ードマップとしてまとめ
ているが、特に重要で、
世界の注目を集めるも
のとして「Bファクトリー
の高度化計画」があり、
私はこれを推進すべき
施策の本流であると考
える。

Bファクトリーは、KEKB
加速器とBELLE測定器
で構成されており、B中
間子と反B中間子を衝
突させ、物質と反物質
の物理法則のわずかな
違いを調べることによっ
て宇宙創世の謎に迫る
研究が進められてき
た。KEKB加速器はB中
間子と反B中間子を作り
出す能力において世界
一の性能を誇っており、
ノーベル賞受賞に貢献
した実績がある。さらな
る高度化は、現在の標
準理論で説明できない
現象を理解し、新しい物
理法則を見出すために
不可欠である。

2822

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24161
ITER計画（建
設段階）等の
推進

このまま
推進す
べき

核融合研究は人類のエ
ネルギー問題を根本的
に解決するために不可
欠であり、継続していく
べき。特に、若手の研
究者やエンジニアの人
材育成にもっと注力し、
優秀な人材が集まるよ
うに、大学や社会に向
けて情報を発信すべ
き。

核融合の研究は50年近
く続いており、それ故に
蓄積された学問や知識
は膨大となる。現在、世
界中で研究者の世代交
代が進みつつあり、次
の世代を育てることはこ
れからの日本のイニシ
アチブを確保するだけ
でなく、核融合の早期
実現にも不可欠であ
る。

本施策のうち「ターゲッ
トタンパク質研究プログ 困難ではあるが学術的
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2823

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アテイブ

その他

ラム」は「困難ではある
が重要なタンパク質研
究」に焦点を絞って推進
されており、新聞に報道
されるような成果がたく
さん発表されている。一
方、地味ではあるが、国
際的に注目され、その
分野を学術的に先導す
るような成果も続々報
告されている。従って、
最終年度である平成２
３年度には特に重点的
な予算配分が必要であ
る。本年度より減額され
た２３年度予算要求額
がさらに減額されること
は絶対になされるべき
でないと考える。

な研究を高度に推進す
ることにより、全く予想
のできなかった応用の
可能性が発見された例
は無数にある。「ターゲ
ットタンパク質研究プロ
グラム」で、最近チトクロ
ム酸化酵素の高分解能
解析によって細菌と哺
乳動物に重要な構造的
相違点が発見され、そ
れから創薬の可能性が
生まれていることも好例
である。このように、本
プログラムは学術的進
歩に大きく貢献するだ
けでなく、革新的に新規
な応用への貢献も期待
できるため。

2824

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24001

大学発グリー
ン・イノベー
ション創出事
業

このまま
推進す
べき

 地球温暖化が顕現し
つつある現在，国内で
も多くの低炭素化プロジ
ェクトが取り組まれてい
る。この中でも，環境改
善のための低・省エネ
ルギー消費型技術の各
種開発研究が行われて
いる。このような技術開
発の中で有望なものを
広く普及させることが，
エネルギー消費社会に
おける焦眉の問題であ
ると考えられる。 
 したがって，「大学発
グリーン・イノベーション
創出事業」の役割は重
要であると思われる。強
く推進をしていただきた
いと思います。

 昨年度から「低炭素化
社会を目指す鹿児島プ
ロジェクト」が，鹿児島
市，鹿児島大学と民間
企業との連携で取り組
まれている。小・中学校
や公共施設の熱環境改
善のための実証研究事
業である。 
 私は大学の立場か
ら，特許申請中の「水の
蒸発潜熱を利用したビ
ル壁面冷却技術」を用
いて参画している。現
在，大学内では実証実
験も実施している。ま
た，同様の技術を利用
した空気冷却実験も行
っている。このような環
境技術の開発につい
て，積極的な支援をお
願いしたい。

2825

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試

40～
49歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

役に立つかどうか、経
済効果が大きいかどう
かだけで長期目標なく
施策を取捨選択するこ
とは間違っている。基礎
科学特に加速器科学は
裾野が広い分野である
とともにそれを牽引する
素粒子、原子核等の先
端研究は将来にわたっ
て日本を世界に認めら
れる国とするために必
須な学問である。（ノー
ベル賞も含む）このよう
な文化の成熟なく経済

下記の点において加速
器科学に基づく基礎科
学の発展は重要であ
る。 
1.長期にわたる文化的
価値 
2.先端加速器科学をす
すめることで基礎科学、
物質、生命、工学、医療
等多くの分野への波及
効果がある。これはア
ジアの他の地域で急ピ
ッチで進められているこ
とであり、この時点で遅
れをとると取り返しがつ
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等） のみで世界と渡り合お
うとする時代は１０年以
上前に終わっていると
いうことを理解できなけ
れば日本の将来はな
い。目先の技術は重要
では有るがそれに注視
するあまり足下をおろそ
かにするのでは本末転
倒である。

かない。 
3.世界のトップとして走
り、多くの国民に勇気を
与え、日本という国に生
まれたという自負を持っ
てもらう。これはある意
味長期間開かれている
オリンピックのようなも
のである。

2826

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

地方に存在する国立大
学附属病院は、地元の
高度先進医療を支える
重要な機関であり、特
に、人口の高齢化が進
んでいる高知県では、
地域の期待に応える医
療機関として質の高い、
安心・安全な医療を提
供するためにも、附属
病院再開発整備事業を
推進することは重要で
ある。

築後３０年以上が経過
する既存の建物は、老
朽・狭隘化が進み、高
度化・多様化する教育・
研究・診療活動を展開
していくためには、新た
なスペースの確保、高
度先端医療を支える設
備の整備等が必要であ
り、地域医療の最後の
砦となる大学附属病院
の再生整備は、地元民
のみならず国民にとっ
て安心・安全な生活を
確保する上でも大変有
意義なことである。

2827

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

バイオリソースは生命
科学研究の基礎体力と
言えるもので、豊富なバ
イオリソースを活用出来
る体制を維持し続ける
ことは基礎・応用研究
の発展に非常に重要で
ある。また、事業の性質
上、一度規模を縮小し
てしまうと元のレベルに
戻すことは困難であり、
継続的な施策の推進が
必要である。

理研BRCのバイオリソ
ースは生命科学研究者
には欠くべからず基盤
であり、大腸菌、培養細
胞、遺伝子改変マウス
に関しては、実際に継
続的に利用させていた
だいている。同様の目
的で設立された諸外国
の機関と比較しても優
れたサービスを提供し
ており、今後とも同様の
体制が維持されることを
強く希望する。

2828
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

大面積デバイスは各種
情報のインターフェース
や伝送網構築部材とし
て、非常に大きな可能
性をもっており、ディス
プレイ部材、電力系の
デバイス、センサーアレ
イ、意匠性を有する部
材など、従来無かった
応用分野への展開が期
待される。成熟産業とも
いえる超微細配線の半
導体分野の様に突出し
た企業等により独占的
に先行的研究がなされ
るような状況にならない

大面積デバイスに関し
ては、まだその応用に
関してもこれからの段
階であり、開発フェーズ
としてまさに基礎段階か
ら応用に移るところ。米
国のようにベンチャーへ
の投資が得られにくい
日本の状況を鑑み公的
な支援で開発するに相
応しいテーマといえる。
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よう、市場が形成される
前に我が国としは先行
的な開発を行なうべき
である。

2829

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

役に立つかどうか、経
済効果が大きいかどう
かだけで長期目標なく
施策を取捨選択するこ
とは間違っている。基礎
科学特に加速器科学は
裾野が広い分野である
とともにそれを牽引する
素粒子、原子核等の先
端研究は将来にわたっ
て日本を世界に認めら
れる国とするために必
須な学問である。（ノー
ベル賞も含む）このよう
な文化の成熟なく経済
のみで世界と渡り合お
うとする時代は１０年以
上前に終わっていると
いうことを理解できなけ
れば日本の将来はな
い。目先の技術は重要
では有るがそれに注視
するあまり足下をおろそ
かにするのでは本末転
倒である。

下記の点において加速
器科学に基づく基礎科
学の発展は重要であ
る。 
1.長期にわたる文化的
価値 
2.先端加速器科学をす
すめることで基礎科学、
物質、生命、工学、医療
等多くの分野への波及
効果がある。これはア
ジアの他の地域で急ピ
ッチで進められているこ
とであり、この時点で遅
れをとると取り返しがつ
かない。 
3.世界のトップとして走
り、多くの国民に勇気を
与え、日本という国に生
まれたという自負を持っ
てもらう。これはある意
味長期間開かれている
オリンピックのようなも
のである。

2830

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

人文社会科学から自然
科学まで、あらゆる学問
分野を対象とし、研究者
自らが、自由にアイディ
アを発想した研究計画
に研究費を助成してい
る制度は、科学研究費
補助金のみであり、研
究者にとってはなくては
ならない必須の補助金
である。 
研究遂行に必要な経費
であれば、ほぼ制限なく
自由に使用できる柔軟
な補助金であり、年間
必要とする研究費の規
模も、数十万円から数
億円規模まで、所属や
人種を問わず若手から
シニアまで応募か可能
な希有な補助金であ
る。

長期的視野に立った、
研究者が冒険（成果が
すぐには出ない、すぐに
は役立たない）できる研
究費は、現状、文部科
学省科学研究費補助金
のみであり、新規採択
率が２５％前後と、まだ
十分には確保されてい
ないため、拡充の上、
推進すべきと考える。

花粉症の症状が年々ひ
どくなっており、苦しん
でおります。 
理化学研究所の一般公
演に行った時のお話
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2831
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24125
免疫・アレル
ギー科学総
合研究事業

このまま
推進す
べき

花粉症のワクチンがで
きるということでしたの
で、早急に現実化して
ほしいです。 

で、花粉症ワクチンの
開発が進んでいると伺
いました。 
研究を成功され、花粉
症で苦しんでいる我々
を助けていただければ
幸いです。 
このような研究・事業は
どんどん進めていただ
きたいです。

2832
民間
企業

40～
49歳

総務
省

20003

新世代通信
網テストベッ
ド(JGN-X)構
築事業

このまま
推進す
べき

現在、ネットワークはイ
ンフラ基盤であり、世界
最先端の技術と運用が
必要です。 
世界一の新世代ネット
ワークシステムの基本
設計をお願いしたいと
思います。

日本の技術が常に最先
端でなければ、この分
野の競争に生き残れな
い状況と考えます。 
生き残りをかけて推進
するべきです。

2833

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

着実な計画の実施を求
める。また、プロジェクト
進行にあたって、進行
状況の開示及び外部の
専門家による評価を適
宜行うことを要求する。

このような世界的に注
目されている基礎研究
分野は、着実に実施す
ることが望ましいと考え
る。また、若手研究者育
成ひいては今後の日本
社会に寄与する高い教
養をもつ社会人を育て
る上でも重要である。

2834

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24135

最先端研究
開発戦略的
強化費補助
金

このまま
推進す
べき

本施策は、我が国の研
究開発力の強化を図る
上で必要な施策であ
り、是非とも実施される
べきである。 

世界との競争に打ち勝
つ研究を進めるために
は、まず世界最新鋭研
究設備の設計・開発・整
備を早急に推し進める
必要があり、我が国の
焦眉の課題である。最
先端研究基盤事業は、
これらを全国的視点か
ら重点的に推進する事
業であり、我が国の科
学技術の発展を支える
政策のひとつとして必
要不可欠であるため。 

電子化された情報の流
通は技術の発展と共に
文字、画像、音声、映像
と自然発生的に増加の
一途を辿り、また医療、
行政、金融といった重
要度の高い利用につい
ても同様です。電子化さ
れた大量の情報を流通
させる次世代ネットワー
クの構築技術の開発は
必須であり今後の情報
化社会において必要不
可欠な役割を果たす技
術です。 
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2835
民間
企業

50～
59歳

総務
省

20110

フォトニックネ
ットワーク技
術に関する
研究開発

このまま
推進す
べき

申請予算のとおり実行
されることを期待しま
す。

こうしたネットワーク技
術はすでにインフラの
一部と言えるほど我々
の生活とともにあり、次
世代ネットワークの構築
技術はその根幹を成す
と言えます。今後の
我々の生活の根幹とな
る技術の開発予算の削
減は我々の生活の根幹
の削減にほかならない
と考えます。 
従来機器との置換によ
り消費電力を抑えCO2
削減の効果も期待でき
るのであれば、申請予
算のとおり実行されるこ
とを期待します。

2836
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす
のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。

2837
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす
のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。
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2838

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

農林
水産
省

26104
新農業展開
ゲノムプロジ
ェクト

このまま
推進す
べき

基本的にこのまま推進
すべきであるが、23年
度の予算額は減額とな
っているが、少なくとも
次年度は22年度と同
額、またはそれ以上の
予算措置をすべきであ
ると考える。

本プロジェクトは食料自
給率目標達成のための
研究開発として位置付
けられているが、本プロ
ジェクトでゲノム情報を
活用した稲、小麦、大豆
の品種改良の飛躍的加
速のための基盤技術開
発を推進すれば、環境
問題に対応した、かつ
付加価値の高い、国際
的競争力のある品種の
作出につながり、日本
の農業の国際的競争力
向上および「攻めの農
政」の達成につながる
ため。

2839
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす
のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。

2840

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

国立大学法人施設整備
費等においては、絶対
的に予算が不足してお
り、更なる増額をお願い
したい。

本学の施設は保有面積
約65万平方メートルのう
ち約1/3の21万平方メー
トルが経年25年以上の
老朽施設である。過去5
カ年の施設整備費によ
る改修面積は年平均で
約1万5千平方メートル
と僅かであり、今後老朽
施設が加速的に増加す
るものと懸念される。本
学は社会に貢献する人
材育成と未来社会に資
する科学技術を推進し
ており、地域活性化にも
大きく貢献している。安
全・安心で魅力のある
施設に再生整備すべく
予算の確保をお願いし
たい。
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2841
民間
企業

60歳
～

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジー・ネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

かつてＩＣチップが産業
の米といわれたのと同
じように現在はナノテク
が産業の米となってい
る。しかも非常に広い産
業分野に影響を及ぼし
ている。その技術開発
を効率的に支援するこ
の施策は重要と思われ
る。

当社のような規模の小
さい企業では新分野に
進出したくても高価な分
析機器、専門知識がな
く、現実的には不可能
である。しかし、この施
策のおかげでその可能
性が出てきた。

2842

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24136

世界トップレ
ベル研究拠
点プログラム
（ＷＰＩ）

このまま
推進す
べき

ＷＰＩの１つである数物
連携宇宙研究機構は、
高い生産性と強い宣伝
力をもち、世界てきにも
注目を集めている研究
所です。ですので、今後
の支援をお願いします。

ＷＰＩの１つである数物
連携宇宙研究機構は、
高い生産性と強い宣伝
力をもち、世界てきにも
注目を集めている研究
所です。特に、基礎科
学のおもしろさを発信す
る力はすばらしいと思い
ます。

2843

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を
可能とする革
新グリーン技
術の開発）

このまま
推進す
べき

本施策のような技術
は、地球の環境問題と
いう観点から世界レベ
ルで必須となってくる技
術であるため、優先度
が高いと思う。さらに、
本施策内容は、特に産
学連携にも重きを置い
ており、開発された技術
を実用化レベルにまで
研磨できることが期待
できる。本施策内容の
ような研究は、現在も多
くのグループが目標とし
ているところであるが、
その実用化度について
は、日本はまだまだで
あるという印象がある。
世界における日本の化
学産業レベルの発展の
ためにも、本施策を優
先し、実用化レベルの
技術を確立して欲しい。

石油資源の枯渇が急務
となっている現状では、
本施策のような気体原
料やバイオマスを原料
とした化合物・ポリマー
を合成する技術は必須
であると思う。さらに、バ
イオマス原料で合成し
たポリマーの多くは、生
分解性であることから、
エネルギー資源問題の
ほかに、廃棄後の二酸
化炭素軽減も期待でき
る。これら、地球環境問
題の解決の他に、経済
の市場からみても、今
後世界的な需要が増え
ると予想されるバイオマ
スや気体原料の化合
物・ポリマー合成の技
術を確立することは、日
本の経済市場の拡大に
大きく貢献するであろ
う。また、研究分野の雇
用ポストが少ない現状
で、本施策は、若手研
究者の雇用先を創出で
きるという点でも非常に
大きな意味があると理
解している。

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
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2844
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。

2845
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす
のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。

2846

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

世界最高性能の重イオ
ン加速器施設の推進計
画であり、世界をリード
する最先端研究の成果
をあげるために、すみ
やかにこれを推進する
必要がある。 

基礎研究における世界
最先端の研究を推進す
ることは、世界一の施
設を稼働させた日本の
使命であり、また、国際
的に一流の研究を進め
ることは、フロントランナ
ーとしての人材育成に
極めて効果が高く、技
術革新や産業の創出に
つながり、長期的な日
本の発展に寄与する。

2847

大学・
公的
研究
機関
（独

40～
49歳

文部
科学

24132

感染症研究
国際ネットワ
ーク推進プロ

推進す
べきでは

昨年１１月の事業仕分
けにより、廃止若しくは
縮減の裁定をもらいな
がら生き延びた施策。
本来、感染症の対策研
究は厚労省感染研が実
施すべきもの。また、文
科省も各大学における
感染症の基礎研究の実

国としての感染症全般
に対するマッピングが
出来ていないため生ま
れた愚施策である。大
学は交付金若しくは補
助金として感染症の基
礎研究費が確保されれ
ば自主性も保たれ、ハ
ッピーな筈である。ま
た、推進センター長は
常勤職給与のほか、こ
のプログラムの長であ
るディレクター職を有給
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法・公
設試
等）

省 グラム ない 施及び感染研等への人
材育成に徹するべき。
この両輪が確保されれ
ば問題ないはず。さら
に、研究を実施せず、そ
の目的が不明確な推進
センターは廃止すべき
である。

で兼任しており、同一財
布からの給与の２重取
りが行われているばか
りか、委託費で雇用で
きない秘書まで雇用し
ている。事務所も千代
田区のオフィス街にあ
り、賃料も高額である。
少なくとも、推進センタ
ーの廃止は急務であ
る。

2848
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす
のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。

2849
その
他

30～
39歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

私は世界に誇れる最先
端加速器を是非推進し
てもらいたいです。日本
は科学の当分野では世
界に引けを取らない技
術と研究実績をもって
います。これを生かす
のも殺すのも今の政治
にあると思っておりま
す。ここで予算を削減す
るような事をしたら、日
本の50年100年に大き
な損失を与えることは
否めません。脳力の日
本、技術の日本、最先
端の日本、科学の日本
です。科学予算を決して
削る事のないように願
わずにいられません。

特に理化学研究所にあ
るＲＩＢＦは予算を強化
し、さらなる発展と成果
を出してもらいたいで
す。日本からまたノーベ
ル賞が受賞できるよう
に、せっかくある施設を
フルに活用し未知なる
科学の歴史の一ページ
を刻んで欲しいです。そ
のためには絶対に世界
の1番でなくてはなりま
せん。某議員が情けな
い発言をしていました
が、1番に拘って研究す
る事を国が推奨すべき
であります。ＲＩＢＦの予
算をしっかり付ける事を
切に願います。

分析・計測機器は、研
究開発に不可欠なツー
ルであり、人類に新たな
知見をもたらし、その知
見を元にして様々な分
野に科学的・技術的な
革新が生まれる。しか

分析・計測機器の応用
分野は幅広く、たとえば
NMR（核磁気共鳴法）
は、地球上の多種多様
な核種を対象とする、化
学・生物・物性物理にお
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2850
民間
企業

30～
39歳

文部
科学
省

24173

産学イノベー
ション加速事
業【先端計測
分析技術・機
器開発】

このまま
推進す
べき

し、分析・計測機器の開
発には、常に技術の進
歩をフォローし、最先端
の基礎研究成果をフィ
ードバックし、新しい知
見を切り拓く人材と、開
発リスクを背負うことの
できる体制の両輪が必
要である。日本には産・
学に優れた専門家が多
く、分析・計測機器のト
ップレベルを担うこと
は、日本の国際的地位
を高める上でも重要で
あると考える。

ける基盤的な分析機器
で社会的に重要性が高
いこと。そこに関わる技
術も、デジタル・アナロ
グ高周波技術、トライボ
ロジー、材料物性、熱設
計など個別に専門性の
高い技術が必要で、幅
広い視野と高い能力を
持った人材が必要であ
るが、そういった人材は
増えつつあり、トップレ
ベルを担うためのポテ
ンシャルが高まっている
ことが挙げられる。

2851

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

農林
水産
省

26108

新たな農林
水産政策を
推進する実
用技術開発
事業

このまま
推進す
べき

基礎研究のみでなく、
実用化を目指した研究
事業である。開発した
技術は厳しい農業経営
を支援するために必要
不可欠であり、今後も
推進すべきである。

農業経営に役立つ技術
開発のための研究につ
いては、優先順位の高
い部門への集中と適切
な投資が必要である。
この事業は競争的な研
究課題応募であるた
め、外部専門家らによ
って、その意義が審議
されているばかりでな
く、進捗状況も厳しくチ
ェックされていることか
ら、高い成果が得られ
ている。したがって、投
資が回収できる確率の
高い事業であるため、
本事業は是非とも継続
すべきである。

2852

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

総務
省

20003
新世代通信
網テストベッ
ド（JGN-X）

このまま
推進す
べき

これまで、香川県にお
いては、JGN、JGN2、
JGN+上で、遠隔医療の
技術の開発、普及に努
力しており、その成果と
して、全国から利用され
ている｢かがわ遠隔医
療ネットワーク（K-MIX)｣
の構築が実現した。今
後は、JGN-X上の新世
代ネットワーク技術の仮
想化基盤（CoreLab）上
で、さらなる遠隔医療、
ならびに３D動画伝送の
技術開発に取り組みた
いと考えています。

医学領域では、遠隔医
療、ならびに電子カルテ
ネットワークとして、マル
チスライスのCT、MRI、
３D画像等に代表される
大容量の静止画像、動
画像の遠隔が遠隔の医
療機関間を、高速で相
互に送受信される必要
があり、これらの技術を
開発するためには、
JGN-Xによる超高速の
ネットワーク基盤が是非
とも必要と思います。

2853
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27153

異分野融合
型次世代デ
バイス製造
技術開発プ
ロジェクト

このまま
推進す
べき

本プロジェクトをこのま
ま推進すべき。

ＭＥＭＳ技術は日本にと
っての重要な基礎技術
であり、他国に対して優
位性を持っている技術
である。これをさらに伸
ばす事が日本にとって
重要である
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2854

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

世界最高性能の陽子加
速器施設の推進計画で
あり、世界をリードする
最先端研究の成果をあ
げるために、すみやか
にこれを推進する必要
がある。 

基礎研究における世界
最先端の研究を推進す
ることは、世界一の施
設を稼働させた日本の
使命であり、また、国際
的に一流の研究を進め
ることは、フロントランナ
ーとしての人材育成に
極めて効果が高く、これ
が、技術革新や産業の
創出につながり、長期
的な日本の発展に寄与
する。

2855
公益
法人

60歳
～

文部
科学
省

24150
理科支援員
配置事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

予算額を、最低でもH21
年度当初額の24.5億円
まで引き上げるべきで
ある。昨年度の事業仕
分けにより、減額が決
定しH22年度10億円と
大幅減額なり、H23概算
要求額では更に減額さ
れ9.6億円となっている。
この事業は小学校現場
からのニーズが高く、理
科に強い教員が各小学
校に配置されるまでの
間、理科支援員で対処
すべきである。

理科支援員は単年度の
臨時職員で、その費用
も教員よりは格段に安
価であり、数年後の減
員も容易に実行できる
制度である。実際は大
学(院)生や教職員ＯＢ
（ＯＧ）が任用されてお
り、その能力は高く、学
校現場からは非常に喜
ばれている。学級の定
数改善(案)が発表され、
理科専科を含む教員増
の計画はできたが、実
際に全国の各小学校に
配置されるのは未だ先
のことで、それまでの期
間の制度として、効率
的で有用である。

2856
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24148
理科教育等
設備整備等
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

科学立国の割に予算が
減少している。児童・生
徒の科学へ取り組む意
欲を阻害している。日本
国としての考えがわか
らない。お金を付ける事
業は惜しみなく予算を
付ける。

自分が学生の時に体験
した実験・観察を子供た
ちに伝えたい。科学の
楽しに興味を持ってもら
いたい。このままでは児
童・生徒の意欲を無くし
てしまう状況。地域の格
差も出てきている様に
感じる。

2857

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24014

頭脳循環を
加速する若
手研究者戦
略的海外派
遣事業

このまま
推進す
べき

若手研究者が海外の研
究現場で研鑽を広げる
ためには必要な事業で
ある。

海外の研究現場で、日
本と違った研究者との
研究交流、将来の研究
計画に道を開くものであ
り重要である。

次世代印刷

プリンタブルエレクトロ
ニクスは次世代のエレ
クトロニクス産業となる
可能性を秘めている．
本事業の目的が達成さ
れれば，製造プロセス
におけるグリーン化す

プリンタブルエレクトロ
ニクスに対する期待が
大きい反面，現時点で
は関係各社がそれぞれ
に開発を進めており，そ
の結果中々進んでいな
いのが現状である．本
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2858
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27007

エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

なわちCO2排出量削減
効果が見込まれるだけ
でなく，強い国際競争力
を持つ我が国の材料メ
ーカー，部材メーカー，
装置メーカーのさらなる
発展が見込まれる．以
上より，本事業は積極
的に推進すべきと考え
る．

事業のような形で材料
メーカー，部材メーカ
ー，装置メーカーが一
同に介し，共通基盤技
術の開発が行えれば，
よりスピードアップが図
れ，デバイスレベルでも
国際競争力のある製品
を送り出せると考えるた
め．

2859
民間
企業

20～
29歳

経済
産業
省

27116

セルロース系
エタノール革
新的生産シ
ステム開発
事業

このまま
推進す
べき

欧米各国の技術開発に
負けないようすべきであ
る。

各国（特に欧米）が資源
作物への土地利用を進
めているなか、日本が
乗り遅れることは、今後
のエネルギー確保やア
ジアとの連携を考えると
望ましくない。

2860

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

大学等が持続的な成
長・発展を遂げていくた
めには、イノベーション
により新たな価値を生
み出すことが必要不可
欠であり、教育力・研究
力を強化すること。ま
た、大学附属病院にお
いては質の高い医療を
提供するためにも、本
事業は極めて重要であ
る。

豊かな人材養成や独創
的・先端的な学術研究
を推進するために安全
性(耐震等)・機能性に問
題のある既存建物の改
善、高度化・多様化する
教育研究活動に必要な
新たなスペースの確
保。また、地域医療の
最後の砦となる大学附
属病院の再生を行い、
高度先端医療等の提供
を行うことは、国民にと
って有益なことである。

2861

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24004

次世代がん
研究戦略推
進プロジェク
ト

このまま
推進す
べき

がん研究は、危機に瀕
している。昨年度まで、
続いてきた「がん特定
研究」が、終了し、多く
の研究者の研究費がな
くなったからである。年
間33万人も死んでいる
がんの臨床につながる
研究をさらに充実すべ
きであり、そのために
は、研究費を若手から、
成熟研究者にまで、き
ちんと措置すべきと考
える。事実我が国初の
橋渡し研究が、まさに芽
を出そうとしている。

臨床に役立つ広範な研
究に、研究費を投入す
ることにより、多くの橋
渡し研究が、完成する
可能性が高い。すで
に、多くの研究が、市場
に出そうであるので、き
ちんとサポートすること
が、国民の利益にかな
う。

2862

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

研究者の研究活動を支
援する重要な制度であ
り、着実な予算確保が
必要。

新しい研究テーマにチ
ャレンジするため、応募
しやすい研究資金制度
である。 
新しい研究の芽を育て
るためには、採択率を
上げて、多くの研究者を
支援する必要がある。 
大学等の研究費が減少
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等） するなかで、公的な研
究資金による研究支援
は必要である。 

2863
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

本施策は、強力かつ高
速に進めるべきと考え
る。

わが国の基幹産業の一
つである電気電子産業
は、中国などの後発国
に追いつき追い越され
つつある。同産業はＬＣ
Ｄ，携帯端末、メモリー
などの成長分野を抱え
ており、これらのニーズ
にマッチした省エネ、省
資源かつ高生産が可能
な印刷技術を利用した
大面積エレクトロニクス
素子の製造技術は、今
後の日本の産業を支え
る重要な位置づけにな
ると思う。 

2864

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

農林
水産
省

26106

鳥インフルエ
ンザ、ＢＳＥ、
口蹄疫等の
効果的なリス
ク管理技術
の開発

このまま
推進す
べき

どれも重要な問題と考
える。その中でもBSEの
原因となった肉骨粉は
無毒化できれば、いろ
いろ応用化でき、有用
な研究と聞いたことがあ
るので、一番重要な研
究であると思います。こ
れからも続けてほしい
です。

先にも述べたが、肉骨
粉は応用化できると聞
きました。現在ただのゴ
ミとして消却されている
ものに付加価値をつけ
られる研究なんてすご
いな、と思います。 
日本国が先陣をきっ
て、BSEを解決してほし
いです。ですのでこの研
究を続けてほしいです。
期待しています。

2865
民間
企業

20～
29歳

経済
産業
省

27126

固体高分子
形燃料電池
実用化推進
技術開発

このまま
推進す
べき

多くの日本製品がアジ
ア勢との低価格競争に
消耗しているなか、 
固体高分子形燃料電池
はエコ製品のなかでも
特に、 
日本が世界を大きくリー
ドしています。 
固体高分子形燃料電池
を利用している燃料電
池システム（エネファー
ム）は部品点数が多く、
市場が大きくなれば、雇
用も増加します。 
リードを保ち続けて、大
きな市場を作り、日本製
品が世界の市場を席巻
するには、固体高分子
形燃料電池のコストダ
ウンにつながる基礎研
究が非常に重要です。 

この固体高分子形燃料
電池実用化推進技術開
発は産学連携で行って
います。 
企業には触媒を含めた
様々な材料を組み合わ
せて電池にする技術が
あります。一方で、大学
には新規触媒の開発な
ど材料個々に関する技
術があります。 
企業や大学が単独で行
うよりも、企業や大学の
様々な分野の専門家が
集まったほうが、新規材
料を適切に評価でき、
全体として研究が促進
され易いと思います。 
このプロジェクトにより、
企業や大学の垣根を超
えて研究が進み、固体
高分子形燃料電池のコ
ストダウンが達成され、
新たな市場を作ること
ができると考えていま
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す。

2866

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

人文・社会科学から自
然科学まですべての分
野にわたり、研究者の
自由な発想に基ずく学
術研究を推進すること
は、極めて重要である。

過去のノーベル賞の受
賞にも繋がった「未来の
技術革新の芽を育む科
研費」といわれる基礎
的研究を続けてゆくこと
が、大きなブレークスル
ーを達成する唯一の道
と考えるから。国民生活
の向上に繋がり、国民
にとって有益なことにな
る。

2867

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24135

最先端研究
開発戦略的
強化費補助
金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

22年度に開始した事業
であり、内閣府科学技
術政策担当及び総合科
学技術会議有識者議員
の会合（調整会議）にお
いて政治主導で決定し
たものは着実に実施す
べき。

科学技術における新た
な政策決定方法であ
り、そのPDCAサイクル
を検証するためにも推
進すべき。

2868
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科学
研究事業

このまま
推進す
べき

全ゲノムSNP解析によ
り、種々の疾患におい
て疾患遺伝子、治療に
対する感受性予測の解
明が可能となりました。
この領域については、
日本は世界をリードして
いると思います。

肝臓病領域ではC型慢
性肝炎患者におけるイ
ンターフェロンの治療前
の感受性を予測するこ
とが可能となりました。
いまや、この予測なしに
患者様に治療を勧める
ことはできない時代へ
突入したと思われます。

2869
公益
法人

60歳
～

経済
産業
省

27005

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（化学
品原料の転
換・多様化を
可能とする革
新グリーン技
術の開発）

その他

非可食性植物由来原料
の直接的利用を促進す
る技術、具体的には既
存ポリマーなどとの高
度な複合化による高機
能材料化技術の確立を
目指して戴きたい。 

物質変換技術による化
学品／化成品／ポリマ
ー類の開発は、新たな
機能が期待できる限り
においては賛同できる
が、原料転換だけが目
的では既存品とのコスト
競争に勝てる可能性は
無い。

2870

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

国立大学施設の耐震化
については、国立大学
等施設緊急整備５か年
計画等により一定の改
善が図られていると考
えるが、老朽化への対
応は今後膨大な施設の
ストックを考えると計画
的な整備が必要であ
る。

次世代の人材養成や世
界に対応できる高度な
研究・教育を支えていく
ためにも早急な施設の
老朽化対策が急務であ
る。

2871

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

50～
59歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

大学院博士課程修了後
に研究者を目指す者に
とって、キャリアパスの
一つであり、同制度の
充実は必要である。

将来、我が国を支える
研究者集団を継続的に
養成するために必要な
施策である。
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設試
等）

2872

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

総務
省

20006

ホワイトスペ
ースにおける
新たなブロー
ドバンドアク
セスの実現
に向けた周
波数高度利
用技術の研
究開発

このまま
推進す
べき

現在、地上アナログ放
送終了後の周波数リパ
ックが迫っているこの時
期こそ、これまでの固定
的な周波数割り当てに
よって今後確実に到来
する割り当て周波数の
枯渇問題を解決するた
めに必要となる技術の
研究開発を進めるべき
と考える。そのために
は、同じ周波数でも時
間的・空間的に利用さ
れていない周波数、い
わゆるホワイトスペース
を有効利用するための
技術開発、特にコグニ
ティブ無線技術の研究
開発が必要不可欠だと
考える。以上の点から、
この施策「ホワイトスペ
ースにおける新たなブ
ロードバンドアクセスの
実現に向けた周波数高
度利用技術の研究開
発」はこのまま推進すべ
きだと考える。

現在、様々な無線技術
の開発が進んでおり、
様々なサービスが無線
で提供されることは容
易に想像できる。しかし
一方で、従来の固定の
周波数割り当てでは、
通信に適した周波数帯
の割り当てはほぼ終了
しており、今後は確実に
割り当て周波数の枯渇
問題が顕在化すること
になる。そこで重要とな
るのがホワイトスペース
の利活用に関する技術
開発になる。特により柔
軟化ホワイトスペースの
有効利用を実現するコ
グニティブ無線技術の
研究開発は必要不可欠
だが、日本ではまだ開
始されていない。一方、
米国やヨーロッパでは
すでに国を挙げて法整
備や研究開発を進めて
おり、基礎研究を開始し
ている。今後は確実に
周波数の有効利用に関
する技術が必要になる
ことは分かっているた
め、その技術を携帯電
話と同様に海外に奪わ
れないように事前に日
本国内、オールジャパ
ンで取り組む必要があ
ると考えているためであ
る。

2873
その
他

50～
59歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業の研究開発
を強力に推進するべき
であり、ますます国とし
て力を入れる分野であ
ると考えます。

光通信産業は、全ての
産業の基盤になるもの
であるから。

2874

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

5年間の資金投入額（１
兆1,000億円）の初年度
として十分なのか。大学
の教育・研究環境の整
備は、着実に推進すべ
きである。

地方の国立大学は、地
域のランドマークとして
の役割も果たしており、
地域活性化・地域の拠
点としていくために必要
な事業である。

大学・
公的
研究

日本の基礎科学を支え
る最も大事な予算であ
り、日本の将来を支える
科学技術のほぼ全て

科学研究補助金の配布
については、研究者コミ
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2875

機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

が、この科学研究費補
助金で支えられる研究
の中から生まれてくるこ
とは間違いがない。 
 将来的にもさらなる拡
充が望まれる。 

ュニティの厳密な相互
審査で成り立っていて、
国内の研究費配布シス
テムの中で、最も信頼
度が高い。

2876

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジーネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

是非、規模を縮小せ
ず、これまでどおりで事
業活動することを望み
ます。

高価になりがちな先端
設備を公開し、その装
置が生み出す成果を共
有する独自なプロジェク
トであり、その活動を継
続することで相乗効果
が得られます。従って、
時節柄難しいとは考え
ますが何とかこれまで
どおりに続けていくこと
を望みます。 

2877

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24144
私学運営費
補助金

このまま
推進す
べき

私立大学は、建学の精
神に基づく多様な人材
育成や特色ある教育研
究の展開を担う 
など、我が国の高等教
育の質・量両面にわた
る発展に重要な役割を
果たしている。 
私立大学のマネジメント
改革を伴った組織的な
教育研究の充実のため
の取組の定着 
を図り、我が国の成長
の土台となる教育研究
基盤の強化することが
不可欠である。 
このためには私学運営
費補助金が必須である
と考える。

我が国の学術研究全体
のすそ野を広げ、学術
研究活動を促進するた
めには、大学生 
の約8割を担う私立大
学の学術研究活動の基
盤の整備を図ることが
重要である。 
私立大学の組織的な教
育研究の充実のための
取組を進め、我が国の
成長の土台とな 
る教育研究基盤の強化
することが重要である。
このためには私学運営
費補助金が不 
可欠であると考える。

2878

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24136

世界トップレ
ベル研究拠
点プログラム
（ＷＰＩ）

このまま
推進す
べき

現在の日本の経済の衰
退の原因は過去３０年
にわたる日本の科学技
術政策が次代をにらん
だ分野への基礎分野ま
た研究開発分野への重
点施策を見誤った点に
ある。日本のお家芸で
あった半導体技術など
でインド、中国、韓国な
どに今日後塵を拝して
いるのは誠に遺憾と言
わざるを得ない。現在
の世界はグローバル化
し、新興国の成長スピ
ードは著しい。世界のト
ップレベルの研究拠点
を形成し、世界中からそ
の分野の一流の研究者
が集う魅力的な研究機

高齢化がすすみ、資源
をもたない日本が今後
経済的に活力を得るた
めには、知的分野にお
いて世界をリードする人
材を輩出することが必
要であり、経済的安定
によって東アジア地域
におけるプレゼンスを保
つことは、この地域にお
ける安全保障の観点か
らも必要なことである。
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関を作り、基礎分野に
おいてさらに研究開発
において日本が世界に
秀でることは、極めて重
要かつ効果的な次世代
へ向けた戦略であると
考える。

2879

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24007

細胞動態シ
ステム科学
基盤研究事
業

このまま
推進す
べき

生体分子の可視化、お
よびそのデータに基づく
数理シミュレーションに
よる複雑な細胞のふる
まいの記述は今後の生
命科学に不可欠とな
る。早急にこの重要な
課題に拠点として取り
組んでいただきたい。そ
の成果、ノウハウの波
及に期待する。

上記の通り。

2880
その
他

40～
49歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業こそ、これ
からの日本の成長産業
です。 
研究開発に力を入れる
べきです。

光通信産業は、すべて
の産業の基盤になるも
のです。 
日本の繁栄につながる
からです！！

2881
その
他

50～
59歳

総務
省

20110

フォトニックネ
ットワーク技
術に関する
研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は、日本の
基幹産業として最も重
要であり、さらに、光通
信に力を注ぐことこそ将
来の雇用対策にもなり
ます。

日本の光ファイバーサ
ービスは世界のトップク
ラス。この地位を維持す
ることは、日本の国際
競争力を考えますと大
変重要なことです。

2882

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

研究成果に大切なの
は、成果の社会還元と
次世代への伝達になる
と思う。材料の持つ性
質が確実に維持され、
同じ材料を使って再現
性のある研究であるで
ある必要がある。本プロ
ジェクトの目的は、まさ
にそこにあり、国として、
その遺伝的資源を国家
財産として管理し、研究
の更なる発展に寄与す
るプロジェクトとしてスタ
ートしている。この成果
は、遺伝資源の収集に
より、その規模は世界
的になった。今後は、研
究者の管理下で、品質
保証を徹底する時期に
なったので、この規模の
維持と重要資源の交換
を含めた事業の発展が
望まれる。

研究者個人、１研究室
が担っていた、遺伝資
源の管理を国の科学政
策の一環として、９年前
に始まった本プロジェク
トにより、その収集数
は、世界規模まで増や
すことができた。大事な
点は、今後の有効な使
われ方にある。研究者
には、より使いやすい
系統分譲をすべきと考
えるが、継続的なプロジ
ェクトの維持には、受益
者負担の原則が不可欠
で、その課金方法につ
いても、多くの材料で確
立されてきた。このシス
テムの導入により、本プ
ロジェクトは、資源の管
理に重点的に補助金が
使えることになったばか
りである。このシステム
により、更なるピロジェ
クとの継続を期待してい
る。
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2883

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

将来の日本の研究を支
える若手研究者に対す
る最も重要な支援事業
である。 
現状の選考制度（特に
DC1,DC2）は、なお改善
を要すると思われるが、
PDを含め全体としては
さらに拡充し、日本の科
学技術の発展を目指す
べきである。

科学研究費補助金と同
じく、研究者コミュニティ
の厳密な審査システム
が確立しており、将来の
日本の科学技術を支え
る研究者の育成には必
須の事業である。

2884

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

農林
水産
省

26108

新たな農林
水産政策を
推進する実
用技術開発
事業

このまま
推進す
べき

食料自給率の低下、食
の安全や信頼、地球温
暖化と農業環境など農
業や食料を取り巻く問
題は、国民にとって最も
重要な問題である。地
域の実情に沿った実用
的な技術開発事業であ
り、既に多くの成果が得
られている。地域の生
産力を維持・向上させる
ためにもさらに拡充が
必要である。

農業の担い手の減少や
高齢化など農業が喫緊
に解決すべき問題が多
い。これらを技術的に解
決していくには、省力技
術や経営安定技術の開
発が望まれる。この事
業は、現場ニーズを踏
まえた実用化研究を推
進するものであり、地域
への有効性が極めて高
いため。

2885
民間
企業

50～
59歳

文部
科学
省

24123
脳科学総合
研究事業費

このまま
推進す
べき

アルツハイマー病や鬱
病などの脳や心の病の
原因を解明し、治療法
を確立することは、経済
効果が大きいことにとど
まらず、本人や家族等
周囲の人間のQOLの改
善につながるので、本
事業は大いに推進すべ
きである。

脳や心の病は、高齢者
のみならず若年層でも
増加しており、原因の解
明と治療法の確立のた
めに広汎な研究を実施
する本事業の重要性は
高い。

2886

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24005

橋渡し研究
加速ネットワ
ークプログラ
ム

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

この施策は、これまでの
ライフ系における文科
省の施策の最高傑作の
ひとつである。なぜな
ら、基礎研究を臨床に
繋げるための我が国初
めての拠点整備となり
つつあるからである。現
在全国7か所で活発な
研究が展開されており、
その評価もきわめて高
い。難点は、研究費が
ほとんどついていないこ
とであるが、すでに、3
年半を終了し、成果が
見えてきているので、こ
の辺で、研究費を大きく
上乗せするべきと考え
る。そのように改善し、
継続することで、我が国
初のライフイノベーショ
ンが多数みられることに

すでに、7か所は認知さ
れており、その証拠に
外部の機関からのアプ
ライがみられている。さ
らに、内容もレベルの高
いものが多く、我が国の
プレゼンスを高める可
能性がある。何より、重
要なことは、、脳梗塞の
再生医療、あるいは、
脳腫瘍の遺伝子治療の
ように、世界で初めての
画期的な成果をもたら
していることであろう。こ
れらをサポートすること
により、次々に成果が
出ることが約束される。
勤勉な日本人研究者の
圧倒的な底力を信ずる
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なる。さらに次の5年間
もパワーアップして継続
すべきである。

べきである。

2887

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24107

（独）理化学
研究所運営
費交付金「環
境・エネルギ
ー科学研究
事業（内、バ
イオマスエン
ジニアリング
研究）」

このまま
推進す
べき

基本的にこのまま推進
すべきであるが、国際
的な競争に打ち勝つた
めには、理研単独でプ
ロジェクトを進めるので
はなく、同様な研究を行
っている大学と密に連
携し、理研が全国共同
利用・共同研究の中心
となるような形で、大学
を支援しつつ、大学の
所有する木質バイオマ
ス研究に関する豊富な
知見、技術を生かし、組
織的に研究を進めてゆ
くような研究体制が望ま
しい。

木質バイオマス工学
は、石油の代替として
のバイオマスの重要性
を考えると、これから必
須の分野であるが、ま
だ未開拓の分野でもあ
る。欧米諸国も国家戦
略として盛んに研究を
進めている。木質バイ
オマスの研究（木質科
学）に関しては、関連分
野を研究する日本の大
学の研究室に、国際的
にみてもかなりの研究
の蓄積があることから、
これらの大学研究室と
密に連携して、理研の
最新鋭の設備を活用し
つつ、組織的に進める
ことにより、国際的な競
争に打ち勝ち、効率よく
進めることができると期
待される。

2888
民間
企業

50～
59歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

本プロジェクトの予算は
削るべきではありませ
ん。

日本の産業を発展させ
るために役立っていま
す。予算の減額は日本
の競争力衰退に直結
し、よろしくありません。

2889
その
他

40～
49歳

総務
省

20110

フォトニックネ
ットワーク技
術に関する
研究開発

このまま
推進す
べき

光通信さんぎょうは、日
本の基幹産業として、
最も重要です。

光通信産業は、これか
らの21世紀の日本で、
最も成長が見込める重
要なグリーンIT産業だ
からです。 
日本の国益を考えると、
この研究は推進すべき
です。

2890

大学・
公的
研究
機関 30～ 総務

20003

新世代通信
網テストベッ

このまま
推進す

この20年でインターネッ
トは広く一般に普及して
います。しかし、現在の
インターネットでは構築
当初の目的とは異なる
利用を去れ始めている
ため、様々な問題点を
抱えています。これらの
問題点を解決するに
は、従来のインターネッ
トの概念とは全く異なる
視点の技術開発が必要
不可欠になると考えま
す。また、そのような技
術を実際に検証しなけ

現在、インターネットが
抱える問題は非常に多
岐にわたっており、その
解決を目指して全世界
が研究開発を開始して
います。例えば、米国で
はFIND/GENI、ヨーロッ
パではFP7/GEANTなど
のプロジェクトが進めら
れています。これらの研
究プロジェクトは技術開
発とテストベッドによる
実証実験という両輪で
構成されています。具
体的にはFINDとFP7は
技術に関する研究開発
用、GENI/GEANTは開
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（独
法・公
設試
等）

39歳 省 ド（JGN-X）
構築事業

べき れば、実際のネットワー
クを構築することはでき
ません。そのような実証
実験は現在のインター
ネットの構築時期にも
行われており、実証実
験があったからこそイン
ターネットは成功したと
考えています。以上の
理由から実証実験のた
めのテストベッドは必要
不可欠であると考える
ため、このまま推進す
べきと考えます。

発した技術を実証実験
するためのテストベッド
となっています。このテ
ストベッドがなくては新
しい技術を導入すること
ができません。このテス
トベッドで検証された技
術が一般の人に利用さ
れることで、現在のイン
ターネットでは考えられ
ないような新しいサービ
スや産業が生まれると
考えるため推進した方
がいいと思います（イン
ターネット初期と同様
に）

2891
民間
企業

50～
59歳

文部
科学
省

24129
バイオリソー
ス事業

このまま
推進す
べき

本事業の予算は削るべ
きではありません。

日本の産業を発展させ
るために役立っていま
す。予算の減額は日本
の競争力衰退に直結
し、よろしくありません。

2892

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

国立大学法人等施設の
整備については確実な
予算の確保，加えて予
算の拡充を期待した
い。

国立大学法人等により
設置される国立大学等
は、創造性豊かな人材
養成や独創的・先端的
な学術研究、高度先端
医療等を推進するため
の組織である。しかしな
がら，それらの基盤とな
る施設は老朽化が進
み，通常の研究もまま
ならない状況になってい
る事も事実である。施設
の適切な整備により国
立大学等における研究
の推進，ひいては日本
国の発展にもつながる
ものと思われる。

2893

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24140
RIビームファ
クトリー計画
の推進

このまま
推進す
べき

RIビームファクトリー
は、世界のトップを走る
国際的な研究施設とし
て、十分なビームタイム
を提供できるよう予算措
置すべきである。

RIビームファクトリー
は、欧米に先んじて推
進されている数少ない
大型プロジェクトの一つ
であり、アメリカのFRIB
が稼働を始める数年後
までに大きな成果が期
待できる。

脳の仕組み 脳の仕組みを活かした

さまざまな疾患により自
分の思い通りに生活で
きない人がたくさんいま
す。多くの場合はその
障害をかかえながら長
年にわたって生きてい
かなければなりません。
周りの人の介助を受け
て生きていくこともでき
ますが、自分の意思で
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2894
公益
法人

30～
39歳

総務
省

20004

を活かしたイ
ノベーション
創成型研究
開発

このまま
推進す
べき

イノベーション創成型研
究開発を進めていくべ
きだと思います。

ダイレクトに何かができ
ることはとても大切だと
思います。人間の尊厳
にもかかわると思いま
す。 
もちろんさまざまな倫理
に配慮することは必要
ですが、１人でも多くの
人が住みなれた地域で
自分の思い通りに生活
できる世の中になること
を願います

2895

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

・若手研究者向けの「若
手研究（Ａ・B）」を拡充
する。若手研究の受給
回数制限をするべきで
はない。

年齢制限の範囲内で２
回しか受給できない場
合、若手研究者の自主
的かつ継続的な基礎研
究が大きく妨げられる
から。

2896
民間
企業

50～
59歳

経済
産業
省

27116

セルロース系
エタノール革
新的生産シ
ステム開発
事業

このまま
推進す
べき

ＣＯ２を削減しつつ、日
本のエネルギーを確保
する上で極めて重要で
ある。

セルロースバイオエタノ
ール製造技術の開発
は、食料と競合しないた
め大変好ましい。

2897
官公
庁

40～
49歳

文部
科学
省

24148
理科教育等
設備整備等
補助金

このまま
推進す
べき

理科教育等の施設充実
は、今後さらに推し進め
る必要がある。特に実
験・観察・実習のため
に、必要な物品は、充
実の必要がある。各地
方公共団体の厳しい財
政事情を考慮し、国レ
ベルで日本全体の理科
教育を支え充実させる
必要がある。

新学習指導要領の目指
す理科教育の理念実現
のためには、実感を伴
った実験・観察・実習が
必要不可欠である。し
かし、学校現場の現状
は、実験機器など不足・
不備の中、教育の工夫
により何とか進めている
現状である。昨今、日本
の理科教育の弱さは、
実感を伴わない机上の
学習から来ているとの
声もある。今後、社会を
支える自立して人材を
育成するためにも、世
界へ羽ばたく人材を育
てるためにも理科教育
に係る設備の充実の支
援がなんとしても必要で
ある。

2898

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

JPARCは原研と共同で
東海に建設された大小
２つの円形加速器の強
度を上げるべく日夜多く
の研究者の努力が積み
重ねられています。以
下の理由にあるように
実績の上がっている分
野です。継続的なサポ

JPARCの目玉は、中性
子、中間子の物質,生命
科学と、ニュートリノを
はじめとする高エネル
ギー物理です。ニュート
リノ物理は小柴先生以
来、世界的に日本の実
績が認められている分
野です。物質、生命科
学は日本の科学技術国
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ートをお願いします。 としての直接的な基礎
を担うものです。 

2899
民間
企業

50～
59歳

経済
産業
省

27173
革新的次世
代石油精製
等技術開発

このまま
推進す
べき

実際の生産プロセスの
確立まで支援を行うべ
き。

日本型石油化学生産体
制を確立するために、Ｈ
Ｓ－ＦＣＣは極めて重要
な技術である。

2900

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

日本が財政難に陥って
おり、国家予算の見直
し、削減は必須ですの
で、この施策においても
改善、見直しを実施す
る必要はあると思いま
す。しかし、この施策
は、創薬開発における
革新的なアプローチの
研究であり、成果が期
待できる施策だと思い
ます。私は、今後の日
本の発展を考える上
で、国家予算を投じて
行う研究にふさわしいと
考えます。

日本国民全体の意見と
して、クオリティオブライ
フの向上に対する期待
は大きく、画期的な新薬
の開発が望まれている
と思います。しかし、現
在、日本国内の製薬メ
ーカーは欧米のメガファ
ーマのように大規模な
予算でリスクの高い研
究開発が行えない環境
にあります。そのような
リスクは高いがリターン
も大きい研究であるか
らこそ国家として行うべ
きではないでしょうか。

2901
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジー・ネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

今後も、研究開発投資
の効率化のために、施
設を利用させて頂きた
いと考えていますので、
継続を望みます。

今年、初めて施設を利
用させて頂きましたが、
設備を使用するだけで
なく、先端技術の支援も
いただき、短期間で研
究成果に結び付けられ
て有益であった。

2902

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このまま
推進す
べき

 多くの大学の理系学
部では、助教ポストは５
年程度の期限付きで有
り、実質的にはテニュア
トラック制の形が採られ
ている。しかし、助教の
多くは所属講座の教授
の教育研究を手助けす
る役割が求められ、独
立した研究者としての
自立が教授の研究指導
能力や方針に左右され
るケースが多い。若手
の有能な研究者を育て
るには、本制度で推奨
されているような研究環
境を与え、自発的な着
想で独創的な研究を生
みだす支援が必要であ
る。日本の人事制度に
適合する形で独自のテ
ニュアトラック制度を確
立するには、講師・准教
授クラスでのテニュアト
ラックポストを準備し、
一定の割合のテニュア
昇進人事はこの制度で

 大学の教員人事は、
従来各学部の教授会の
中の教員選考委員会等
で審査が行われて来た
が、実質的な決定は各
学部の各学科中の教授
懇談会という狭い社会
の中でなされており、発
言力の強い特定の教授
の意向が強く働くケース
も多々見られる。このた
め、たとえ公募制を取っ
たとしても、大学として
公平でかつ透明な人事
が実現されているとは
言い難い。大学としての
教育研究力の強化に戦
略的に取り組むには、
学長の強いリーダシッ
プの下、一定割合の教
員人事にテニュアトラッ
ク制の導入を義務付け
る必要がある。この際、
現行の人事制度と共存
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運用する方向性が必要
と思われる。この制度
の全国的な普及の為に
も継続した推進が必要
である。

を図れる日本独特の制
度の模索が必要と思わ
れる。

2903

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

我が国の学術研究およ
び科学技術の基礎を支
えている事業であり、今
後も推進すべきと思い
ます。

基礎から応用まで含め
た広い分野における日
本の学術研究の発展を
支えており、米国等より
採択率が低いこともあ
り、少なくとも私のいる
分野では、専門家によ
る審査も厳しく行われて
おり、質の高い研究が
採択されいるからです。

2904

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24154

研究者の養
成（海外特別
研究員、若手
研究者 イン
ターナショナ
ル・トレーニ
ング・プログ
ラム）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

我が国の大学等研究機
関に所属する常勤研究
者の「海外特別研究員」
を拡充すべき。

大学等研究機関に所属
する常勤の研究者は、
優れた資質能力を有す
ることが多いが、海外の
大学等研究機関におい
て長期間（2年間）研究
に専念できるチャンスは
ほとんどない。積極的
に海外での研鑽を積む
チャンスを増やす必要
がある。

2905

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24129
バイオリソー
ス事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

バイオリソース事業に
ついて 
分子生物学や医療系研
究を進めるために生物
材料を手に入れること
は必須です。 
大勢の者が努力し協力
して今まで構築してきた
ものを捨て去るようなこ
とをしてはいけない。
DNA BankやCell Bank
を維持するための予算
はきちんとつけるべきだ
と思います。

DNAや細胞を日本国内
で安く購入できるので、
この事業は私のような
研究予算の少ない者に
とって貴重な存在です。
海外から購入すると多
大な費用と時間がかか
ります。 
法律の関係上、DNAや
細胞を海外からは手に
入れることすら出来ない
かもしれません。 
科学研究は多くの研究
者が底辺を支えてい
る。無駄はいけないが
必要なものは維持すべ
きである。

2906

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24177
大強度陽子
加速器施設
（J-PARC）

このまま
推進す
べき

日本が得意としてきた
ハイパー核物理などの
拠点であり、計画を遂
行すべきであると考え
る。KEKとJAEAの双方
が関係する機関である
がゆえの運営上の問題
はあるが、J-PARCセン
ターを中心とする外部
ユーザーも含めた運営
委員会等で対策を議論
し、進めることが可能。

J-PARCにおける研究
は、素粒子・原子核・物
性等の基礎科学に限ら
ず、工学の発展におい
ても欠かせない内容を
含んでおり、世界をリー
ドする研究が可能な施
設である。全国の素粒
子物理・核物理コミュニ
ティの強いサポートもあ
り、成果も十分期待され
る。

30



2907

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

日本の科学技術基盤の
生命線を支える非常に
重要な施策であるの
で、このまま推進すべき
である。特に、大学運営
費交付金が大幅減額さ
れている昨今、本施策
が日本の大学等研究機
関の乏しい研究資金の
最重要部分を担ってい
る。充実こそすれ、削減
は国力を削ぐのみで、
あり得ない選択肢であ
る。

科学者の独自の発想に
根ざしたオリジナルな研
究はボトムアップ型の
研究から生まれてきた。
それを支えてきたのは
科学研究費補助金であ
って、これは日本の科
学力・研究開発力の基
盤を支える非常に重要
な施策である。資源に
乏しい日本は研究開発
力で勝負していくよりほ
かない。そのためには
諸外国以上に本施策を
充実していくことが不可
欠である。

2908

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

内閣
府

13101

沖縄科学技
術大学院大
学の開学準
備

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

計画に時間がかかりす
ぎ、予算規模も大きす
ぎる。

沖縄科学技術大学院大
学のみを特別扱いにす
る根拠が不明。

2909

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

農林
水産
省

26002

農林水産物・
食品の機能
性等を解析・
評価するた
めの基盤技
術

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

マーケットに求まられて
いる重要な課題であり、
高齢化社会に対応した
課題である。このため
現場の生産を指導する
地域の県研究所も参画
してスピーディに実用化
に結びつける仕組みに
する必要がある。

全国レベルの研究と地
域の現場研究の融合が
スピーディな実用化に
つながる。

2910

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロジ
ェクト）

このまま
推進す
べき

日本と欧州の初めての
本格的な共同惑星探査
計画であり、推進すべ
きと考えます。

日本と欧州の初めての
本格的な共同惑星探査
計画であり、日欧双方
でその科学的価値や実
現性に関する評価を経
て、推進されている計画
であり、本計画の成功
は、今後の我が国の深
宇宙探査の発展にも非
常に重要と考えるから
です。

2911

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

革新的タンパク質・細胞
解析研究イニシアティブ
は、科学立国が現実的
な日本の将来像である
という紛れもない事実を
鑑みると、大変重要な
施策であると存じます。
それ故、国際社会の中
で遅れをとらぬよう、当
施策をこのまま継続す

当施策の革新的細胞解
析研究プログラム（セル
イノベーション）およびタ
ーゲットタンパク研究プ
ログラムはいずれも着
実に進展しています。
当施策がこのまま順調
に進展すれば、新たな
治療方針や創薬アイデ
アの策定に多大な貢献
が行なえると予想され、
研究成果を国民の健康
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べきと存じます。 維持に対して社会還元
することができると思わ
れるため。

2912
民間
企業

60歳
～

経済
産業
省

27007

次世代印刷ｴ
ﾚｸﾄﾛﾆｸｽ材
料・ﾌﾟﾛｾｽ基
盤技術開発
事業

このまま
推進す
べき

我々はフレキシブル電
子ペーパーを開発中で
ある。このまま順調に進
めば世界初の実用レベ
ルのフレキシブル電子
ペーパーディスプレイが
誕生する予定である。
当面の電極基盤にはＩＴ
Ｏ電極を使用する予定
であるが、ＩＴＯは希少
金属である事、電極形
成に環境負荷の大きい
フォトリソ方を使用する
事、セラミックスの為、
割れ易く品質上課題が
残る事などの課題があ
る。この電極を有機材
料を用いて印刷方式で
形成できればほとんど
の課題を解決する事が
出来る。 
是非ともプロジェクトを
推進して欲しい。

日本は物作りの分野で
は他の国を圧倒した技
術を保有していたはず
であるが、いつの間に
か韓国、台湾、中国に
追いつかれ抜かれてし
まっているのが現状だ
と思います。この印刷技
術は多くの国や企業が
盛んに開発を進めてい
る。しかし、現在は企業
を中心に不況下で元気
が無い。是非、国にリー
ダーシップを取って頂
き、このＩＴ関連分野で
誇れる技術それに伴う
製品の完成を目指して
頂きたい。 
また、完成すればそれ
自体が地球環境に優し
いだけでなく、我々が目
指す世界初のフレキシ
ブル電子ペーパーによ
り紙の削減、省電力化
などにも有効である。

2913

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

KEKBはこれまでの達成
された性能ルミノシティ
2x10^34 cm-2s-1を40
倍向上させようと改良
作業に入る段階です。
従来のKEKB施設を最
大限活用し、高い費用
対効果で改造するよう
作業は進んでいます。
今後のサポートをお願
いします。

これまで小林、益川両
先生のノーベル賞をは
じめとする実績を上げ
ています。世界的にもア
メリカスタンフォードの
SLACに打ち勝ち、世界
唯一のBファクトリーとな
っていっています。この
業界は設備の大型化に
ともなう研究所の再構
築により、高エネルギー
物理にたいする実験結
果を出せるのはCERN
のLHC, アメリカ、シカゴ
フェルミ研究所テバトロ
ン、KEKB、規模の小さ
いところでは中国北京
IHEPのみです。日本と
しては過去の実績のあ
るBファクトリーの実験
を続けるのは、人類に
対する責務であると考
えます。

大学・
公的

農業部門は科学技術振
興の中の重要度として
は低いランクを付けられ

農業生産には技術の総
合的な有機的結合が必
要である。一つ一つの
技術を現場で利用でき
るようにするための組
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2914

研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

農林
水産
省

26108

新たな農林
水産政策を
推進する実
用技術開発

このまま
推進す
べき

がちである。しかし、新
たな農林水産政策を推
進する実用技術開発事
業は農業分野での開発
技術を実際の普及に利
用できるようにするため
に重要と考えられる。

み立てが必要で、それ
を行うことでこれまで積
み上げられた技術も有
効に利用できることにな
る。新たな農林水産政
策を推進する実用技術
開発事業はこのために
是非必要であると考え
ます。

2915
民間
企業

60歳
～

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジー・ネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

ナノインプリント等のナ
ノ技術の開発は、今ま
での半導体技術を持つ
日本の新しい技術とな
る分野です。 小さくで
付加価値の高い製品が
でき、高い技術が必要
なため、海外でまねでき
ない分野と考えられま
す。ナノテクノロジーの
技術開発により、新たな
高性能な製品の開発が
でき、雇用促進にも大き
く寄与すると考えます。
そのためこのナノテクノ
ロジー・ネットワークをよ
り一層活用して、研究
機構と民間会社協同で
もの造りの場所・機会を
増やすことと、研究を続
けられるサポートするこ
とが必要と考えます。

現在弊社（株）ＬＥＡＰと
早稲田大学ナノ理工学
研究機構とナノサイズ
のニッケル電鋳スタン
パーの協同研究を実施
しています。 早稲田大
学の開発したシステム
を弊社で取り入れ製造
し、アスペクト比が10以
上の径が１００ｎｍ以下
のホールを再現するこ
とに成功しました。 こ
のきかっけは、数年前
より早稲田大学ナノ機
構による、民間企業へ
の教育と指導がきっか
けでした。 この技術に
よる製品は、次世代Ｈ
Ｄ・無反射フィルム・バイ
オチップ等の製品製造
に寄与しようとしていま
す。民間企業で最初か
ら開発することは、能力
的、金銭的に難しい現
状です。 日本の研究
機構が開発した技術を
いかすためにも、民間
企業との橋渡しをするこ
のような事業は、必要と
考えています。

2916
その
他

40～
49歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は日本の基
幹産業として最も重要
です。 

光通信産業に力を注ぐ
ことこそ、雇用対策改
善、経済成長、日本の
発展に必要不可欠で
す。 
２１世紀の日本で最も
成長が見込める、最も
重要なグリーンＩＴ産業
です。 
みすみす手放すなど、
日本の未来を手放すよ
うなものです。

年間に33万人も死亡し
ている「がん」に重点を
おいて、研究を進めて
ほしい。このような研究
は、世界に誇れるもの
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2917

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

厚生
労働
省

25103

臨床応用基
盤研究（医療
技術実用化
総合研究）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

であり、今後のアジアの
「がん死」をかんがえる
と、きわめて重要な施
策といえる。 
ほかの病気も重要であ
る点に異論はないが、
もう少し、我が国のプレ
ゼンスが上がるように、
予算にメリハリをつけ、
「がん」を重点化すべき
である。特に臨床に近
い研究を資金面でサポ
ートすることにより、大
きな成果が期待できる。

がんで死ぬ方は、増加
の一途であり、今後日
本人の約半分は、「が
ん」で死亡する。これを
国として、大きくサポー
トすること、特に、開発
途上の研究をサポート
することで、さらに良い
成果が生まれる可能性
があるからである。

2918

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24008
テニュアトラ
ック普及・定
着事業

このまま
推進す
べき

就職のミスマッチを軽減
させるためにもぜひとも
実行に移すべき。

人事採用時の採用基準
や判断方法が明確でな
い場合が多い。大学で
職をえたとたんに論文
を出さなくなる研究者が
数多くみられる。

2919
その
他

50～
59歳

総務
省

20110

フォトニックネ
ットワークに
関する研究
開発

このまま
推進す
べき

光通信産業こそこれか
らの日本の成長産業で
す、これからの日本の
雇用対策になると思い
ますから、光通信産業
の研究開発を強力に推
進すべきであり、もっと
国として力を入れるべき
分野だとかんがえま
す。

光通信産業はこれから
の21世紀のにっぽんで
最も成長1が見込める
重要なグリーンＩＴ産業
だからです。また日本
の光ファイバーサービ
スは、世界でもトップク
ラスです、この地位を維
持することは、日本の国
際競争力を維持するこ
とを考えた時大変重要
だとおもいます。

2920

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24167 固体ロケット
このまま
推進す
べき

我が国独自の技術で多
くの蓄積があり、宇宙科
学分野の打ち上げニー
ズの多様化や即応性へ
の対応にも重要と思わ
れ、推進すべきと考えま
す。

宇宙科学の現場では、
小型衛星へのニーズが
高まっており、日本が多
様化する宇宙機の打ち
上げニーズへの即応性
を持つためにも、日本
独自の技術である固体
ロケットシステムを打ち
上げ手段の一つとして
維持・発展させてゆくこ
とは重要であると思わ
れます。

2921
大学・
公的
研究
機関
（独

50～
59歳

文部
科学

24012

博士課程教
育リーディン

改善・見
直しをし
た上で推

実施体制に関して、「審
査時には、大学設置・
学位法人審議会による
知見を活用」とあり、新
たな大学院研究科新設
を想定しているように思
われる。 しかし、タイプ
２の複合領域型では、
新たな大学院研究科の
設置を必須条件とせず

複数領域を横断した研
究科を過去10年以内に
設置したところもいくつ
か存在している。こうし
た組織は、タイプ２の複
合領域型に対応した組
織を既に持っているわ

34



法・公
設試
等）

省 グプログラム 進すべき に、過去10年以内程度
に設置された複合型大
学院の場合には、その
既設大学院研究科を活
用して、新たな学位プロ
グラムを提案するという
形も可能として良いの
ではないか。 

けであり、さらに新たな
組織再編を行うには、
前回の再編からの時間
が短かすぎると思われ
るため。  

2922

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24136

世界トップレ
ベル研究拠
点プログラム
（ＷＰＩ）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

具体的成果の乏しい拠
点は廃止し、疲弊する
大学・研究機関の運営
費交付金に回すべき。

大学や公的研究機関に
おける研究には最低限
の資金援助がなければ
ならない。外部資金獲
得にはそれなりの業績
が必要であり、すべてを
外部資金に頼る運営を
強いるのは無理があ
る。また、学問・研究の
発展には予期せぬこと
が多々あり、多様な研
究を最低限続けていけ
る環境を残しておくこと
は大切である。

2923
小・
中・高
校

50～
59歳

文部
科学
省

24144
私立大学等
経常費補助

このまま
推進す
べき

国家の将来を考える上
で、その有為な人材育
成の基盤・土台となる私
立大学は、急務となる
医療をはじめ様々な分
野において重要な役割
を果たしてきて、今後も
それらに期待されるも
のは少なくありません。
一方で低迷する経済そ
して少子化の中で非常
に厳しい状況に各学校
は置かれています。各
学校の自助努力は当然
としても、やはり国とし
てそれを補助するという
ことは、明日の日本を
担う人材育成として削る
ことのできない大切なも
のと考えます。

例えば、目先の事のみ
でこれら補助を削除した
場合を想定したとする
と、さまざまな方面での
学術研究の停滞・低下
それに付随する産業の
低迷及び、更なる人材
の流失を招き益々人材
育成が困難になるとい
う悪循環に陥るであろう
ことは目に見えていま
す。日本が今後国際社
会で「日出づる国」たり
うるべく、我が国の将来
の土台となる私学への
補助は削るべきでない
と思うからです。

2924

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このまま
推進す
べき

大学や研究所のパーマ
ネントポストがなかなか
手に入らない昨今、若
手研究者の確保に大変
重要な本施策は、この
まま推進すべきである。

優秀な若手研究者確保
ために、本施策は非常
に重要な役割を担って
いる。お金を払って苦労
をするもの好きは昨今
存在しないと考えるべき
だ。優秀な研究者を育
てるには、民間の一流
企業に就職するのに近
い待遇を用意し、生活
の心配をなくし、安心し
て研究に専念させること
が必要である。

 私は、加速器科学の
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2925

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24176

光・量子科学
研究拠点形
成に向けた
基盤技術開
発

このまま
推進す
べき

 対象とする光・量子科
学を総合的に扱ってい
る研究機関は世界的に
も数える程度であり、日
本がこの分野の開拓者
として注力する価値が
高い。幸い、日本の関
係者の努力により、本
研究レベルは世界の最
先端を走っていることか
ら、国家を挙げて本施
策をサポートすることが
重要である。 
 また、次世代を担う若
手研究者の育成に対し
て、本テーマはその研
究対象が多くあり、興味
を持ちやすい内容も多
いので研究対象として
の価値も高い。達成目
標が期限内に達成され
ることを期待します。 

研究基盤の施設計画、
建設を主に担当してい
る者の一人であるが、
世界の競合研究所、機
関の進展は目覚しくと
にかく日本が地盤沈下
を起こさぬように日々努
力しているつもりであ
り、関係する若手に対し
ても常々科学技術開発
には国境がないという
翻せば非常に厳しい開
発環境であることを話し
ている。 
 このような立場も踏ま
え、日本の次世代の科
学研究を担う若手に開
発環境のサポート（現
場の充実、整備）と夢を
持って貰うために、本施
策の優先度は高くある
べきと考えます。

2926

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アテイブ

このまま
推進す
べき

本施策のうち「ターゲッ
トタンパク質研究プログ
ラム」は「困難ではある
が重要なタンパク質の
研究」に焦点を絞って推
進されており、新聞に報
道されるような成果がい
くつも発表されている。
一方、地味ではあるが、
国際的に注目され、そ
の分野を学術的に先導
するような成果も続々と
報告されている。したが
って、最終年度である
23年度には特に重点的
な予算配分が必要であ
る。本年度より減額され
た23年度予算要求額が
さらに減額されることは
絶対になされるべきで
はない。

困難ではあるが学術的
に重要な研究を高度に
推進することにより、全
く予想のできなかった応
用の可能性が発見され
た例は無数にある。「タ
ーゲットタンパク質研究
プログラム」で、最近、
チトクロム酸化酵素の
高分解能解析によって
細菌と哺乳動物に重要
な構造的相違点が発見
され、それから、創薬の
可能性が生まれてくるこ
とも好例である。このよ
うに、本プログラムは学
術的進歩に大きく貢献
するだけではなく、革新
的に新規な応用への貢
献も期待できる。

2927

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

日本の基礎科学・工学
を支える基礎物理学の
研究に必要な費用であ
る科学研究費は大変重
要であり、削減の対象と
すべきではない。予算
編成・再編に関わる人
間には基礎物理学の重
要性を十分に考慮し、
再編に際しては慎重な

国立大学の予算は毎年
2%弱も削減され続けて
いる。この削減により各
研究室では研究活動に
支障が出ており、それ
の支障を最小限にする
ために科学研究費に頼
っているのが現状であ
る。 
もしここで科学研究費ま
で削減されてしまうと、
もはや研究拠点として
の国立大学の機能は成
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対応を強く求める。 立しなくなり、優秀な人
材は海外に奪われるこ
とになる。このような事
態はさけなければなら
ない。

2928

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

我が国の科学技術の国
際競争力を維持してい
く上で、必要不可欠な
補助金であり、むしろ増
額すべきである。科学
技術のブレークスルー
は、広い裾野の研究が
あって始めて実現する。
この補助金は、科学技
術全体のレベルを底上
げするのに大いに役立
っている。

近い将来に経済的効果
が約束された研究にお
いて、我が国は既に国
際競争力を失っている。
一方でこれまでの科学
研究費補助金により生
み出された学術的価値
の高い研究成果の中か
ら、現在我が国の国際
競争力の源となってい
る科学技術の種が生み
出されてきた。学術的
価値の高い研究に、公
平に配分される科学研
究費補助金は、他の予
算を削ってでも充実させ
ないと、次の世代に我
が国の競争力の源とな
る技術の種が絶やされ
てしまう。

2929
その
他

40～
49歳

総務
省

20110

フォトニックネ
ットワーク技
術に関する
研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は日本の基
幹産業として最も重要
です。

光通信産業に力を注ぐ
ことこそ、雇用対策改
善、経済成長、日本の
発展に必要不可欠で
す。 
２１世紀の日本で最も
成長が見込める、最も
重要なグリーンＩＴ産業
です。 
みすみす手放すなど、
日本の未来を手放すよ
うなものです。

2930

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24185
研究成果最
適展開支援
事業

このまま
推進す
べき

大学等の研究成果を企
業ニーズと結びつけ、と
もに産業界に役立てて
いくことは重要である。

大学では研究のための
研究になり、産業界に
その成果が活かされて
いない。企業も大学等
の優れた技術シーズを
まだ活用できていない。

大学・
公的

 私は海岸防災の専門
家で地震津波防災には
強い関心を持っており
ます。ただし、本施策の
関係者では全くありま
せん。 
 過去の関東大震災、
インド洋大津波等によ
る悲惨な被害を知って
おります。今後５０年以
内に東海・東南海・南海

 マグニチュード８相当
の大地震が起きる頻度
は多くありませんが、私
たちの孫の世代までを
考慮すれば、その被害
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2931

研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24183
地震・津波観
測監視シス
テム

このまま
推進す
べき

地震による大災害発生
の可能性は極めて高い
です。新関東大地震が
発生するのは１００年以
上先と推定されますが、
発生した場合の被害は
甚大になることが予想さ
れています。 
 科学立国の日本が、
予想される大災害に対
する防備を怠ることは
世界の笑い者になるだ
けでなく、子孫に対する
大罪でもありましょう。

を確実に被るでしょう。
その被害は甚大であり
ますが、今から対策を
立て準備を怠らなけれ
ば、災害の発生を防ぐ
ことを出来なくても、そ
の被害の程度を大幅に
低減できると思います。

2932

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24005

橋渡し研究
加速ネットワ
ークプログラ
ム

このまま
推進す
べき

施策の重要性にもある
とおり，様々な病の克服
に対する国民のニーズ
は高いものがある。一
方我が国は臨床研究や
臨床に大きな進展をも
たらす可能性のある基
礎研究成果を有しなが
らも，臨床への橋渡し研
究に対する支援体制等
の基盤が十分に整備さ
れていないために，国
内におけるその後の医
薬品・医療機器研究開
発の長期化・高コスト化
をもたらし，結果として
民間企業における研究
開発リスクの増大や，
製品化の遅れを招いて
いる。 本事業は，基礎
研究の成果を臨床・治
験に結びつけることへ
大きく貢献する重要な
施策である。

我が国の少子高齢化は
急速に進んでおり，今
後は加齢に関連した疾
病増加の克服に向けて
革新的な予防・診断・治
療法等の開発が求めら
れている。また，現在我
が国が直面する不況や
少子高齢化等の諸課題
を解決するため「新成
長戦略」において，ライ
フ・イノベーションによる
健康大国戦略が提唱さ
れた。このような状況か
ら，優れた生命科学の
成果を活用し，新しい治
療法や医薬品・医療機
器等として，社会に還元
していくための橋渡し研
究の強力な推進が不可
欠であり，本事業をさら
に強化していく必要が
ある。

2933

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

カテゴリPDは日本の研
究者育成にとって死活
的に重要であり、推進・
拡充を図るべき。一方
で、カテゴリDCの予算
は問題が多く、現行の
少数の大学院生に多額
の援助をするのではな
く、すべての大学院生
に広い給付を考えるべ
き。

今後の日本において優
秀な大学院生を育てて
いくことは重要である。
一方で、経済的な問題
で大学院進学を諦める
学生も多い。欧米のよう
な大学院生への奨学金
給付を進めるべきだと
考える。また、研究者へ
の道半ばである大学院
時代における個人の能
力の評価は難しく、現行
の選考システムには問
題がある。大学院生の
間に大きな経済的格差
が生まれることも問題で
あり、実際に様々な軋
轢を生んでいる。
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2934

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

ある特定の研究者に複
数の研究費が集中する
のではなく、額は小さく
てもできるだけ多くの研
究者に交付されるような
採択のシステムを実施
して欲しい。大学の活性
化のためにもぜひ多く
の研究者が研究できる
ような状況を作り出すた
めの施策を実行して欲
しい。

資源の少ない我国にお
ける数少ない資産は、
日本人の勤勉さに裏打
ちされた地味ではあっ
ても確実な研究成果に
ある。せっかくのアイデ
ィアも、大学への運営費
交付金からの配分だけ
では達成が難しい。アイ
ディアの芽をつぶさない
ためには、少額でも研
究費が維持されていく
必要があると考える。日
本人の研究スタイルの
特性から言っても、少数
の研究者に研究費が集
中することはよくない。
科学の底上げを期待す
るなら、大学等での研
究者の活性化が必要で
あり、そのためには多く
の研究者への配分が必
要であると思う。

2935

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24126
ゲノム医科学
研究事業

このまま
推進す
べき

ゲノム医科学研究事業
は，最優先事業として，
施策をこのまま推進す
べきである．むしろ，「健
康大国日本」の構築の
ためのライフ・イノベー
ションの推進のために，
さらに規模を拡大し発
展させるべき事業でも
ある．その発展の方向
は，高速シークエンサー
などのより最新の網羅
的体系的な解析技術を
導入することや，より多
くの国内外の研究機関
や医療機関との連携な
どにより，より多くの疾
患関連遺伝子を見つけ
るための規模拡大であ
る． 

心筋梗塞や糖尿病，リ
ウマチなどの生活習慣
病と癌を対象とした網
羅的体系的な全ゲノム
研究を行っている．実際
の患者のDNAや臨床情
報の収集から，統計解
析・機能解析を行い成
果に結びつけるまでを
システムとし確立してき
た．世界初の成果をあ
げるとともに，実際に数
多くの重要な関連遺伝
子を発見し，成果が顕
著である．内閣府の「健
康大国日本」の構築の
ためのライフ・イノベー
ションの推進に完全に
合致する最重点化課題
である． 

2936

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

このまま
推進す
べき

特別研究員事業は将来
の日本を支える若者に
とって、今や必須の事
業である。削減、ないし
廃止ともなれば、日本で
は研究ができないという
ことを意味する。そのた
め、同事業の推進を強
く求める。

科学技術立国である日
本において、新たな、そ
して優秀な研究者を輩
出することは、国策とし
て必要である。そのた
めには、若者が研究し、
世界レベルの成果をあ
げるための支援が必要
不可欠である。特別研
究員事業はその根幹を
なすものであり、このま
ま推進していくことが必
要である。また、昨今
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の、海外への優秀な人
材の流出に歯止めをか
けるためにも、大変重
要な政策に他ならな
い。

2937

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

日本の科学技術は、ア
ジアの発展に伴い回り
の国から遅れつつあ
る、これからの国際競
争力を遅れをとらないた
めには科学技術の発展
は必要である。

科学研究費補助金は、
これまでの科学研究の
礎となっていたものであ
り、科学研究費補助金
の削減は、これからの
日本における科学技術
の発展をさまたげるも
のである。

2938

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24124
植物科学研
究事業

このまま
推進す
べき

地球温暖化にともない、
干ばつ・洪水などの異
常気象が頻繁に起きて
いる。日本の植物科学
は世界トップクラスであ
り、世界に対してイニシ
アチブを取れる分野で
あり、将来のためにも推
進すべきである。

日本が世界の地球の環
境問題に対してイニシ
アチブを取れる分野で
あり、将来、商業的にも
大きな成長が見込まれ
るため。

2939

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24154

研究者の養
成（海外特別
研究員、若手
研究者インタ
ーナショナ
ル・トレーニ
ング・プログ
ラム）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

より充実させて世界を
経験した若手研究者を
育成することが望まし
い。ただし、助教に関し
ては、大学スタッフの削
減により、助教の授業
や雑務負担は大きく、
海外に出ていくことは他
のスタッフの大きな負担
増を伴う。大学の若手
スタッフの増強と並行し
て実施しないと、大きな
効果は見込めない。

本施策は若手研究者が
世界に出ていくことが出
来る数少ない機会の１
つであり、日本の科学
技術力の向上、日本の
将来を担う若手研究者
と世界の若手研究者と
のネットワークの形成に
も重要な基盤的役割を
果たしている。こうした
世界の科学者のつなが
りは後々、日本の国力
として活きてくるから。

2940

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24116
オーダーメイ
ド医療の実
現プログラム

このまま
推進す
べき

オーダーメイド医療の実
現プログラムは，最優
先事業として，施策をこ
のまま推進すべきであ
る．むしろ，「健康大国
日本」の構築のための
ライフ・イノベーションの
推進のために，さらに規
模を拡大し発展させる
べき事業でもある．その
発展の方向とし，患者
の毎年の臨床情報記録
のフォローアップや
DNA・血清の保管ととも
に，全ゲノム疫学研究
や全ゲノム関連解析に
必須なケースコホートの
中心とし位置づけた規
模の拡大が期待され
る． 

世界にも類をみない20
万人30万症例のバイオ
バンクが確立された．患
者一人一人のDNA，臨
床情報，薬剤の作用・
副作用が綿密に収集さ
れ，全ゲノム関連解析
が行われている．その
結果，実際に多くの重
要な疾患関連遺伝子や
薬剤応答関連遺伝子を
発見し，個人の体質に
応じた治療法や予防法
の確立に着実につなが
っている．内閣府の「健
康大国日本」の構築の
ためのライフ・イノベー
ションの推進に完全に
合致する最重点化課題
である． 
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2941

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

内閣
府

13101

沖縄科学技
術大学院大
学の開学準
備

推進す
べきでは
ない

世界最高水準の教育研
究を行う拠点は一朝一
夕には構築できない。し
たがって、予期している
成果がこのプロジェクト
により達成できるとは到
底思えない。

後生に残る世界最高水
準の教育研究を実現す
るには、層の厚い研究
者集団によるじっくりと
した積み重ねが必要で
ある。任期制の研究者
を主体とした当該大学
院大学では、短期的評
価により失敗とみなされ
るような地道な教育研
究は不可能で、インパ
クトのある短期的に成
果の出る研究、すなわ
ち、新しい科学技術の
根幹を創る研究ではな
く、既存の技術の延長・
改良が繰り返されること
になる。短期的問題解
決のための他国の研究
機関と比べると、研究
者一人あたりの予算・
待遇が不十分である。
限られた予算で世界最
高水準を目指すなら、
現存する機関を充実さ
せた方が効果的であ
る。

2942

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

本施策は、我が国の科
学・技術力を大きく飛躍
させると思う。本施策に
よって、基盤技術の研
究を推進するだけにと
どまらず、産官学にお
いて連携および切磋琢
磨しながら、材料・素材
メーカーから電機・電子
機器メーカーに至る幅
の広い産業分野への波
及効果があると思う。

次世代の印刷エレクト
ロニクス材料の開発競
争は世界的に激しさを
増している。ここで我が
国の独自技術を発展さ
せることにより、自動車
産業に匹敵する基幹産
業に成長するポテンシ
ャルがある分野である
と考えられる。巨額の投
資を行っている他国に
負けないように我が国
も力を注ぐ必要がある。

2943

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

科学研究費補助金の充
実を強く求めます。運営
費交付金の削減の流れ
の中で、若手研究者も
含め、科学研究費補助
金制度は、特に人文科
学・社会科学分野の研
究者にとって不可欠な
財政的支援を行ってき
たと理解しています。い
うまでもなく、改善・見直
しすべき点もあります
が、我が国における同
分野の発展を考慮する
ならば、総額などにおい
てさらに推進すべきもの

自然科学分野と比べ、
人文科学・社会科学分
野において、安定的に３
年、あるいは４年と継続
的に研究費が支援され
る制度は、科学研究費
補助金以外、民間には
ほとんど認められませ
ん。従って、今後とも審
査をより厳しくすること
を条件に、同制度の充
実の必要性が認められ
るというのが最大の理
由です。
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と考えます。

2944

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24137
アルマ計画
の推進

このまま
推進す
べき

完成間近の国際協力プ
ロジェクトであり、これま
でどおり推進すべきで
ある。

見直しは、少なくとも初
期成果が出てからでも
いいと思う。

2945

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24134

戦略的創造
研究推進事
業（ERATO, 
CREST等）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

機能性RNAに関する研
究は様々な生命現象の
解明に寄与するのみな
らず、バイオ医薬品の
開発にも直結する重要
分野であります。それに
も関わらず、最近は
RNA分野で応募できる
大型研究費がほとんど
ありません。唯一、『ライ
フサイエンス基盤研究
領域事業（内、オミック
ス基盤研究）』（施策番
号：24130）内に「転写制
御における機能性RNA
の研究を進め---」とい
う文言が出て来るのみ
です。この施策に書か
れいている「転写制御
における機能性RNAの
研究を進め---」という
文言は非常に偏ってい
ると考えます。機能性
RNAは転写制御だけで
なく、転写後の遺伝子
発現にも大きく関わって
います。むしろ転写後段
階の制御の方が研究が
盛んに行われていま
す。

国際的に高く評価され
ている日本のRNA研究
を支えるためには、基
礎研究を支える予算の
確保が重要であると考
えます。予算のばらまき
ではなくトップレベルの
研究者を支えるための
プロジェクトを早急に立
ち上げていただきたい。

2946

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

医学の発展に関する日
本の貢献度をあげるこ
とは、グローバリズムの
世界では重要な政策と
考えられる。技術立国と
医療福祉国家という両
輪を発展させることが今
後の日本には必要かつ
重要な要素と考えられ
る。

医療の発展は日本人の
生活レベルの上昇に不
可欠であり、このことが
教育水準を上げる基本
となる。医療の中心であ
る附属病院再開発は、
日本の医学の研究レベ
ルの上昇に寄与し、か
つ教育水準の上昇にも
結び付く。日本の将来
を支える軸となることが
期待できる。

2947

大学・
公的
研究
機関
（独

40～
49歳

文部
科学

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す

新しい発想の科学研究
を推進するには、テーマ
を絞らない補助金が必

テーマを絞った補助金
が多すぎる。安易な「選
択と集中」や「戦略的枠
組」の決定には非常に
大きな不満を感じる(そ
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法・公
設試
等）

省 べき 須である。 のような作業をすれば
仕事をした気になるの
だろうが)。

2948

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

国土
交通
省

28002

中古住宅流
通促進・スト
ック再生に向
けた既存住
宅等の性能
評価技術の
開発

このまま
推進す
べき

中古住宅の各種性能を
正当に評価する診断技
術の確立と汎用的な評
価手法の確立は易しい
技術ではなく，国が率
先して技術開発に取り
組む課題である。現在
は新築に比べて価格が
正当に評価されていな
い中古住宅の「正当な
資産価値」を算定し，
「正当な価格」で流通さ
れる仕組みの土台を築
いていただきたい。

中古住宅の価値を正当
に評価し流通を促進す
ることは，中古住宅市
場を活性化し，資源循
環型社会の構築に貢献
する。現在，住宅を所有
している人のみならず，
今後，住宅の購入を検
討している国民にとって
も，非常に役立つ技術
であり，経済効果もあ
る。

2949
その
他

40～
49歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

光通信産業こそこれか
らの日本の成長産業で
す 

日本の光ファイバーサ
ービスは、世界のトップ
クラスです。

2950
その
他

40～
49歳

総務
省

20110

・フォトニック
ネットワーク
技術に関す
る研究開発

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

光通信産業に力を注ぐ
ことこそ将来的な雇用
対策になることです

日本の光ファイバーサ
ービスは、世界のトップ
クラスです

2951

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロジ
ェクト）

このまま
推進す
べき

水星は身近なようで実
はもっとも分かっていな
い惑星である。その大
きさは月に近いものの、
内部は全く異なると想
像される。「かぐや」は
月の重力場探査から内
部をえぐり出した。これ
に続くBepiColomboでの
水星内部探査により、
月と水星の対比が可能
になる。これは、比較惑
星学の観点できわめて
重要である。プレート運
動のない惑星の内部構
造、運動、そしてその進
化を解き明かす鍵とな
るだろう。よって、同計
画の推進を強く求める。

水星は太陽に近いた
め、探査が大変困難で
ある。最近ではアメリカ
のMESSENGER号がフ
ライバイしたが、ただの
一回の通過で、サイエ
ンス誌での特集が組ま
れた。それほど、この星
にたいする我々の理解
は少ない。水星は地球
と異なり、大気がほとん
どなく、海もなく、プレー
ト運動もない。そういっ
た星を調べることで、得
られた知見を地球と比
較できるようになる。そ
して我々の地球が大気
を持ち、海を持ち、プレ
ート運動が起きている
理由を解き明かす鍵と
なる。そしてこの問題に
答えることは、ハビタビ
リティというより大きな
問題をえぐる、一つの
有効なアプローチであ
る。

次世代スーパーコンピ
ュータを必要としない研
究課題でも、現状よりア
ップグレードした計算機
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2952

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24174

革新的ハイ
パフォーマン
ス・コンピュ
ーティング・イ
ンフラ（HPCI）
の構築

このまま
推進す
べき

昨年度の事業仕分けの
結果、次世代スーパー
コンピュータの開発だけ
でなく、HPCIの整備に
重点が置かれたことを
前向きに評価する。こ
のまま、推進すべきで
ある。

環境で研究が飛躍的に
進展する研究課題は多
い。次世代スーパーコ
ンピュータを頂点とする
HPCIの整備は、我が国
の計算科学・技術基盤
の底上げに不可欠であ
る。次世代スーパーコン
ピュータの開発が牽引
車となって、我が国の
HPCIの整備・強化が進
むことを期待する。

2953

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

ターゲットタンパク研究
プロジェクトでは、次の
２点で大きな成果を得
つつある。１）構造解析
と機能解析の密接な連
携により、医薬の開発
や食糧・環境問題の解
決につながる基礎的か
つ極めて重要な成果が
多数生まれたこと。２）
解析困難なタンパク質
を解析するための新規
手法が多数開発された
こと。これらの研究は通
常の科研費の予算規模
では推進不可能であ
り、今後もさらに強力に
本プロジェクトを推進す
べきであると考える。

ターゲットタンパク研究
プロジェクトは、今後、
ますますその重要性を
増すものと考えられる。
特に、研究が遅れがち
な食糧・環境問題の解
決につながる成果を基
礎研究から得ることを
目指す点で、本プロジェ
クトは特筆すべきであ
り、実用レベルでも大き
な成果が期待できる。
また本研究プログラム
で推進しているインフラ
の整備はライフサイエン
ス分野全体においても
必須かつ極めて重要で
あり、長期的な視点で
の優先度は極めて高
い。

2954
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27149

ゲノム創薬加
速化支援バ
イオ基盤技
術開発

このまま
推進す
べき

わが国の創薬の研究開
発費は増大する一方
で、その主たるものは
臨床の開発費に当てら
れている。一方欧米で
は、非臨床開発の効率
化が進められており、
OECD等は非臨床で有
害性物質のリスク予測
等も進んできている。化
粧品等の動物実験も禁
止され、このような非臨
床に日本としても研究
開発費を投資しないと
今後、欧米との格差は
広がるばかりである。

ゲノム創薬はわが国の
強みである世界最高レ
ベルの膜タンパク質構
造解析技術やリード化
合物の効率的な探索を
行い、有益な創薬の開
発を加速している。この
ような非臨床の研究開
発を行い、効率的な創
薬は、今後の日本には
なくてはならない技術で
あると考えるからであ
る。 
是非このまま推進すべ
き。

大学・
公的
研究 細胞動態シ 研究人材の育成、必要

細胞動態の一分子レベ
ルでの観察と、そのデ
ータにもとづいた計算
機シミュレーションによ
る生命現象の予測、理
解を目標とする研究
は、世界的に大きな期
待をもってとりくまれて
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2955

機関
（独
法・公
設試
等） 30～

39歳

文部
科学
省

24007

ステム科学
基盤研究事
業

このまま
推進す
べき

なインフラも含めた総合
的な視野をもって、積極
的に推進すべきであ
る。

いる先端的課題であ
る。現時点で萌芽的レ
ベルの研究成果が出は
じめている。日本ではこ
のような研究に早くから
とりくんできた研究者が
多くおり、バックアップ体
制があれば国際的なリ
ーダーシップをとれる可
能性が残されている。

2956
その
他

60歳
～

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かしたイ
ノベーション
創成型研究
開発

このまま
推進す
べき

10年前に息子が交通事
故により脳を損傷し、数
年後に高次脳機能障害
と診断されました。突
然、障害者家族となりま
したがこの障害の情報
があまりにも少なく、社
会にも受け入れられず
辛い日々でした。その
後、研究が少しずつ進
んではいるようですが、
まだまだ社会的に認知
されるまでには至ってい
ません。、息子たち障害
者が理解され、家族の
私たちも安心できるよう
になるためにはこの脳
の研究の継続が欠かせ
ないと考えます。

この障害の多くは外見
からはわかりにくく本人
も自覚していないことが
多く、家族や社会からも
理解されにくい状況に
あります。 
社会生活上、いろいろ
な支障が生じても身体
機能に障害がない場合
は高次脳機能障害は精
神障害に分類されるた
め、身体障害福祉制度
の対象にならないの
で、現行の医療制度や
社会福祉制度などの社
会的な支援が受けにく
い現状です。

2957

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24154

研究者の養
成（海外特別
研究員、若手
研究者インタ
ーナショナ
ル・トレーニ
ング・プログ
ラム）

このまま
推進す
べき

施策の重要性は資料に
指摘されているとおりで
あると思います。

若いうちに海外経験を
積むことは、研究の質
や国際的な発信力の向
上のみならず、教育者
としての視野も大きく広
め、将来帰国した際の
教育の充実ももたらす。

2958
その
他

50～
59歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は、日本の
基幹産業として最も重
要です、光通信産業に
力を注ぐことこそ将来的
に雇用対策に繋がるこ
とですから、光通信産
業の研究開発を強力に
推進すべきであり、もっ
と国として力を入れるべ
き分野だとかんがえま
す。

日本の光ファイバーサ
ービスは世界のトップク
ラスです、この地位を維
持することは、日本の国
際競争力を考えた時大
変重要なことです。 
光通信産業はこれから
の21世紀の日本で最も
成長が見込める重要な
グリーンＩＴ産業だからで
す。

2959

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公

40～
49歳

文部
科学
省

24162

原子力基礎
基盤戦略研
究イニシアテ
ィブ

このまま
推進す
べき

大いに推進すべきであ
る。

全発電量の3分の1以上
が原子力に依存してお
り、今後もこの状況が続
くであろう。原子力と安
全に付き合っていくため
にはそれを熟知し安全
に扱う研究者、技術者
が必要である。そのよう
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設試
等）

な重要な人材育成のた
めに本事業は欠かせな
いものである。 

2960

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24020
イノベーショ
ンシステム整
備事業

このまま
推進す
べき

この施策は、地域の大
学等が地域の活性化に
つなげるためにイノベー
ションの創出に向けて
優れた研究者の構想を
事業化し地域の社会貢
献を支援するシステム
である。よって、現在、
疲弊した地域の産業の
活性化のためにもこの
事業を推し進めるべき
と考え、是非とも推進す
べきである。

この施策は、地域の産
学連携など大学や研究
機関における研究成果
を地域の活性化につな
げる取組を進めるとさ
れたことで、その実現に
向けて大学等地域の大
学等研究機関の連携に
よる地域貢献機能の強
化を図るものであること
から、大変重要である。

2961

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24012
博士課程教
育リーディン
グプログラム

このまま
推進す
べき

本施策は、従来型の博
士課程と一線を隔した
リーダー養成型の博士
課程の構築を目指すも
のであり、高く評価でき
る。

研究重点大学において
は、博士課程は特定分
野の専門研究者の養成
に偏重しがちである。本
施策では、卓越した専
門性の他に広範な知識
を有するリーダーを育
成するものであり、今後
の日本さらには世界で
必要とされる人材を輩
出すると期待できる。

2962

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24138

Bファクトリー
加速器の高
度化による新
しい物理法
則の探求

このまま
推進す
べき

この分野における実力
と実績はすでに証明済
み。 
磁気計画への継続的な
発展は物理的な重要性
のみならず、次世代を
担う人材の育成の観点
からも重要。基礎科学
で鍛えられた若手は、
専門分野だけでなく、分
野を超えて社会に寄与
する素養を備えている。

この計画は、高エネル
ギー加速器研究機構、
研究者コミュニティーの
時間の時間をかけた将
来計画に関する議論を
踏まえ、重要課題として
推進する合意のもとに
遂行されている。 
その遂行の成否この１
計画にとどまらず、我が
国ひいては我が国がす
でに鍵を握る国と成っ
た、素粒子実験分野の
将来をも左右する。 
基礎科学分野における
我が国の貢献という観
点からも重要と考える。

2963
その
他

60歳
～

総務
省

20004

脳の仕組み
を活かしたイ
ノベーション
創成型研究
開発

このまま
推進す
べき

10年前に息子が交通事
故により脳を損傷し、数
年後に高次脳機能障害
と診断されました。突
然、障害者家族となりま
したがこの障害の情報
があまりにも少なく、社
会にも受け入れられず
辛い日々でした。その
後、研究が少しずつ進
んではいるようですが、
まだまだ社会的に認知

この障害の多くは外見
からはわかりにくく本人
も自覚していないことが
多く、家族や社会からも
理解されにくい状況に
あります。 
社会生活上、いろいろ
な支障が生じても身体
機能に障害がない場合
は高次脳機能障害は精
神障害に分類されるた
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されるまでには至ってい
ません。、息子たち障害
者が理解され、家族の
私たちも安心できるよう
になるためにはこの脳
の研究の継続が欠かせ
ないと考えます。

め、身体障害福祉制度
の対象にならないの
で、現行の医療制度や
社会福祉制度などの社
会的な支援が受けにく
い現状です。

2964

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

科学研究機補助金は我
が国の将来における知
的競争力の強化にとっ
て不可欠の投資である
ので，その時々の経済
状況に左右されることな
く継続的に拡大していく
必要があると考えます。

真に革新的な研究成果
は研究者自らの自由な
発想から生まれてくるも
のですが，科学研究費
補助金はそのような研
究をサポートする唯一
の競争的研究資金で
す。大学の基盤的研究
経費が減少の一途をた
っどっている現在，科学
研究費補助金は幅広い
学問分野の研究者の多
様な研究を支えている
だけでなく，大学院生の
研究推進にも不可欠に
なって来ています。

2965

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

目先の経済の活性化だ
けでなく、将来を考えた
政策、人材育成が重要
だと思います。

タンパク質研究におい
て我が国は世界的に先
端の研究を行っており、
これらは知的財産として
国のために活用すべき
ものです。そのための
基礎研究を見直すこと
は将来における国の在
り方を誤った方向に導く
ものだと考えます。

2966

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24009
特別奨励研
究員事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

特に優れた若手研究者
を選定するという趣旨
の選考目的/選考人数
を再考すべきと思いま
す．研究の多様性保持
の観点から分野に対し
て設定されるグラントを
持つ分や以外の分野に
重点的に配備すべきで
あり，そのような実施体
制を望みます．

多くの「特に優れた若手
研究者」に対する賞や
グラントは研究者が多
く，施策プロジェクトに関
係する規模の大きな分
野(生物学や医学など)
からの人選となってお
り，芸術学や人文学と
いった研究者が少なく
直接施策に関わらない
分野の研究者に光があ
たることはありません．
応募母数の多さだけで
はない選考プロセスに
する必要があると考え
ます

2967
その
他

60歳
～

文部
科学
省

24136
世界トップレ
ベル研究拠
点プログラム

このまま
推進す
べき

日本は、世界に誇るべ
き文化的伝統をもとに
先進国の一員として今
日の地位を築いてきま
した。この現状を維持発
展させるためには、「世

日本は、エネルギー資
源や鉱物資源には恵ま
れていませんが、世界
に比類のない歴史的・
文化的伝統を持ってい
ます。これらの伝統を生
かして、将来の日本の
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界トップレベル研究拠
点」の活動を強化・充実
させることが、必須の要
件であると確信します。

維持発展を図るために
は、「世界トップレベル
研究拠点」は不可欠の
存在です。

2968

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24147

私立学校教
育研究装置
等施設整備
費補助

このまま
推進す
べき

「施策の重要性」で指摘
されているとおり、重要
であると思います。

すそ野を広げることが、
トップのレベルを上げる
ためにも重要だと思い
ます。そのためには、私
立大学における研究環
境の向上が不可欠で
す。

2969
民間
企業

30～
39歳

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジー・ネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

日本の材料技術、加工
技術の基盤であるナノ
テクノロジーの発展に
大きく寄与する活動で
あるため、今後も現在
の水準で継続すべきで
ある。

ナノテクノロジー分野に
おける研究開発では目
に見えないナノメートル
オーダーの現象を把握
する必要があり、評価
解析技術がキーポイン
トになっている。ナノテク
ノロジー・ネットワークに
所属する各研究機関は
特に評価解析技術に優
れており、企業との連携
により大きな成果が期
待できる。また、実際に
これまでも多くの成果を
発表している。

2970

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

本研究プログラムにお
いて、構造解析と機能
解析の密接な連携によ
り、医薬の開発や食糧・
環境問題の解決につな
がる基礎的な成果が生
まれつつあるようだ。ま
た若手も育っている。強
く推進すべきだと思う。

研究プログラムを通じて
多くの若手の人材が育
ってきている。今後もこ
れら若手研究者が自立
でき、優れた研究成果
を上げやすくするような
支援は絶対に必要であ
ると思われる。 

2971

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24181

イノベーショ
ンシステム整
備事業（地域
イノベーショ
ンクラスター
プログラム）

このまま
推進す
べき

「科学技術基本政策策
定の基本方針」に沿い、
中央集中型ではなく、
特色ある地位を拠点と
した産学官連携による
協働の成果や蓄積を活
かし、世界をリードする
優れた科学技術を発展
強化させ、イノベーショ
ンを推進する本施策の
重要性は、科学技術立
国を国是とする我が国
にとって明らかであり、

 ナノカーボンを利用し
たスマートデバイスの研
究開発に携わっていま
す。我が国のナノカーボ
ンに関る科学研究・技
術開発の水準は世界最
高位にあると言えます
が、そのことに知的クラ
スター創成事業が大き
く貢献して来たことは間
違い有りません。同事
業開始後の2003年頃か
ら、小生が所属する信
州大学の特許出願件数
は飛躍的に増え、最近
の公開・登録件数は全
国大学中20位以内に入
る状態です。このことは
同事業の賜物です。高
強度ナノカーボン複合
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継続が不可欠と考えま
す。

材料（合金・樹脂・ゴム）
など優れた新機能素材
を生み出し，それと我が
国の優れたものづくり技
術を統合すれば、正に
日本の真骨頂たる製品
を創出でき、本事業の
評価は不動となります。

2972
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24151

サイエンスパ
ートナーシッ
ププロジェク
ト

このまま
推進す
べき

身近な科学体験を推奨
する事業。生徒、児童、
学生の興味を増す事業
で、科学好きな裾野を
広げる良い事業。

身近に科学体験・観察
を行える環境が不足し
すぎている状況。国が
立ち上がって推奨する
本事業は大いに賛同で
きる。

2973

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24146
私立大学等
研究設備等
整備費補助

このまま
推進す
べき

大学には出来る限り最
新の設備を設けてほし
い。国立大学だけでは
なく多くの大学に最新の
設備を設けることによ
り、国全体の科学技術
の発展につながると思
う。

やはり学生は未来の日
本を引っ張っていく大き
な力となるので、学生を
成長させない限り日本
は他国から遅れをとっ
てしまうだろう。最新技
術が次々に出ている現
代で、学生のうちから少
しでも最新のものに触
れることで早い段階か
らさらに上に行くことが
できる。そのため大学に
最新の設備を設けるこ
とにより学生が成長し、
未来で日本が世界を引
っ張っていくことができ
るようになる。

2974
民間
企業

40～
49歳

経済
産業
省

27006

グリーン・サ
ステイナブル
ケミカルプロ
セス基盤技
術開発（次世
代グリーンイ
ノベーション
評価基盤技
術開発）

このまま
推進す
べき

新たな革新的部材創
出、並びにそれを用い
た新規デバイスの開発
等において、部材・製品
の品質規格は非常に重
要な役割を持ち、それ
を決定する為の評価方
法の確立は不可欠であ
るので、それを推進・加
速する当該施策は、こ
のまま推進すべきであ
る。

現在、全世界において
普及が急速に進んでい
るＬＥＤ照明等において
も品質規格が明確に定
まっておらず、漸く規格
の明確化の動きが始ま
ったと聞いている。品質
的に非常に優れている
と考えられる日本製品
の競争力優位を保つ為
にも、また、購入者が不
利益を被らない為にも
品質規格の制定を一日
も早く実行すべきであ
り、今後開発される有機
ＥＬデバイス等において
も同様なことが言えるの
で、当該施策を推進す
べきである。

2975

大学・
公的
研究
機関
（独

30～
39歳

文部
科学

24174
革新的ハイ
パフォーマン
ス・コンピュ
ーティング・イ

このまま
推進す

積極的に推進すべきで
ある。

計算資源の充実は現在
の科学研究において決
定的な意味をもつ。国
家プロジェクトでその基
盤となるインフラが整備
され、継続的に管理さ
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法・公
設試
等）

省 ンフラ（HPCI）
の 構築

べき れていることにより、科
学、技術分野の競争力
の維持、強化が期待で
きる。

2976

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

現在と同様のクオリティ
を保ってナショナルバイ
オリソースプロジェクトを
継続していくことは、日
本の科学技術の発展お
よび維持に欠くべからざ
る重要事項である。

これまでに構築された
バイオリソースは、その
クオリティ（コレクション
が豊富であること、ま
た、研究者へのコレクシ
ョンの分配が迅速かつ
正確に行われること）の
高さで、日本国内のみ
ならず、海外でも非常に
高い評価を受けてい
る。特に分裂酵母に関
しては、世界で類を見な
い唯一の統合的コレク
ションである。プロジェク
トの継続は世界的視野
での日本の科学技術へ
の貢献を維持、発展さ
せるために、最優先事
項として行うべきであ
る。 

2977

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ
アティブ

このまま
推進す
べき

タンパク質レベル、細胞
レベルの研究は、生命
科学分野の重要な基盤
課題の１つとして、更に
積極的に推進すべきで
ある。

本施策により、これまで
にも、重要な生命機能
に直結したタンパク質
の機能・構造が次々と
明らかになっており、研
究は画期的に進展して
きている。今後も、学際
的な研究分野として、日
本の強さを生かした、日
本の将来を担う研究に
発展して行くことが大い
に期待できるため。

2978
民間
企業

40～
49歳

文部
科学
省

24152

スーパーサイ
エンスハイス
クール支援
事業

このまま
推進す
べき

高等学校の学生に科学
技術に興味を持たせる
良い事業。更に大学な
どと連携させる事によ
り、大学生と高校生の
交流も深められる、今
の世代に必要な事業。」

科学力低下と言わざる
得ない状況下で、高校
などの学生に科学の大
切さを判られる大切な
事業。大学進学の受験
勉強を大切だが、体験
と観察なしで理解できる
とは思わない。

2979

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

補助金をどのように分
配するのかはともかく全
体の金額は減らすべき
ではない。

研究費は見返りを期待
出来ない面があっても
一定額保証されるべき
ものと思う。

大学・
公的

過去十年、DCの採用者
数は大幅に増え、PDの

この制度は若手研究者
の登竜門的な位置づけ
で、将来の科学研究を
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2980

研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24141
特別研究員
事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

採用者数が減少してい
たように思われますが、
長期的で明確な目標を
掲げ、DC、PDをバラン
スよく採用するべきだと
思われます。

支える全ての若手研究
者に注目されていると
言っても過言ではありま
せん。細心の注意を払
い、国家の将来像と連
動した長期的な展望に
立った計画を立ててほ
しいです。

2981

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24170

Bepi 
Colombo(水
星探査プロジ
ェクト）

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

ＥＳＡとの共同事業であ
るので相手に臨機応変
に対応できるよう配慮し
た現場の科学者・技術
者の推進しやすい手当
てをすること。

ＥＳＡは景気、各国の思
惑などにより計画が停
滞する傾向があるの
で、日本だけでも先に
進めておけるような方
式が望ましい。ＥＳＡが
放り投げても、日本の
担当するＭＭＯは意義
深いので単独実行も視
野に入れる。

2982

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

60歳
～

文部
科学
省

24006

ライフサイエ
ンスデータベ
ース統合推
進事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

ライフサイエンス関連の
データベースはゲノム
情報に限らず、多種・多
様なものがある。またミ
クロ・ナノレベルからヒト
レベルまで多様である。
しかし、この事業の応募
要項は、ほぼゲノム情
報に限定されており、そ
れ以外を事実上排除し
ている。おそらく、ゲノム
関係の研究者のみがこ
のプロジェクトを提案し
たものと思われる。 
 もう少し、幅広い範囲
のデータベースが含ま
れるよう、例えばヒト画
像データベースなどが
含まれるよう公募要項
を変更すべきである。

「ライフサイエンス関連
のデータベース」はゲノ
ム関係のみならず、極
めて重要なものがたくさ
んある。政策的にゲノム
を強調したいのであれ
ば、「ライフサイエンス
関連のデータベース」い
う名称を冠するべきで
はない。

2983
官公
庁

40～
49歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は、日本の
基幹産業として最も重
要です。  
また、光通信産業に力
を注ぐことこそ将来的な
雇用対策になることで
す。 

日本の光ファイバーサ
ービスは、世界のトップ
クラスです。この地位を
維持することは、日本の
国際競争力を考えます
と大変重要なことです。
さらに、光通信産業は
すべての産業の基盤に
なるものだからです。  

2984 大学・
公的
研究
機関
（独

30～
39歳

文部
科学
省

24122

革新的タンパ
ク質・細胞解
析研究イニシ

このまま
推進す
べき

蛋白質構造解析（構造
生物学）は、生命現象を
原子レベルで解明する
研究であり、生命現象
の深い理解に不可欠で
ある。さらに、創薬や食
糧問題解決などを目指
した応用研究にとっても
蛋白質の立体構造情報

構造生物学は、日本で
行われている研究の中
で、欧米日と３立できる
優位に立った研究分野
であり、よりいっそう国
家プロジェクトとして維
持・発展させるべき研究
施策である。実際にこ
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法・公
設試
等）

アティブ は必須である。したがっ
て、本施策はさらにいっ
そう国家プロジェクトとし
て研究費を投入し、発
展させ、社会還元させ
ていくべきである。

れまでにターゲットタン
パクプログラムから、一
流誌に掲載されるような
世界的にもインパクトの
研究成果が数多く出て
いる。

2985
その
他

40～
49歳

総務
省

20102
超高速光エッ
ジノード技術
の研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は、日本の
基幹産業として最も重
要で、光通信産業に力
を注ぐことこそ、これか
らの日本の成長産業に
なります。 
以上のことから、光通信
産業の研究開発を強力
に推進すべきであり、
益々国として力を入れ
るべき分野だと考えま
す。

日本の光ファイバーサ
ービスは、世界のトップ
クラスです。 
この地位を維持すること
は、日本の国際競争力
を考えますと大変重要
なことです。

2986

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24119
ナショナルバ
イオリソース
プロジェクト

このまま
推進す
べき

2002年に開始されたナ
ショナルバイオリソース
プロジェクト（NBRP）は
従来の日本の科学政策
に決定的にかけていた
生物遺伝資源の体系的
収集と保存及び効果的
な提供を担保するもの
であり、今後も引き続き
重点政策として継続す
べきと考える。米国には
NIH傘下にNational 
Center for Research 
Resources （NCRR）が
あり同様な役割を担っ
ている。私もNCRR国際
会議に来週参加する
が、多くの研究者の意
見を集めることで次世
代を担うモデル生物が
NCRRのサポートによっ
て生まれてきたことも、
ここで指摘しておきた
い。NBRPは、我が国の
次世代研究をささえる
背骨であり、決して単な
る過去のアーカイブで
はない。

このプロジェクトの最大
の効用は税金によって
過去に開発された生物
材料を適切に未来に引
き渡し、その生物材料を
付随する様々な情報の
蓄積の上に、自らの研
究を積み上げることが
できる点である。貴重な
研究費を用いて開発さ
れた系統が何時でも利
用可能な状態で保存さ
れるということは、研究
者にとって非常に助か
る。現在の経済状況か
らも論文に記載されて
いる研究材料を再び作
り出すことは容易では
ない。それを担保できる
このプロジェクトは経費
の節約という点でも十
分に効率的であると考
えている。またプロジェ
クト実施機関は５年ごと
の審査で常に研究動向
を見据えたリソースの
管理をおこなう意思を
保つことができる。

大学・
公的
研究
機関 20～ 文部 私立大学等 このまま

現在国内には私立大学
は多く存在し、科学の分
野でも多くの業績を上
げている。その一例とし
て東京都豊島区に存在
する立教大学では池袋
という立地条件を生かし
て埼玉県和光市に存在
する理化学研究所と共
同で研究を行っている。

私立大学における研究
者にとって資金補助は
重要である。もし見直さ
れるのであれば、日本
のお家芸とも言える科
学技術分野において優
秀な研究者を育成でき
なくなる上に日本の科
学力の低下にもつなが
りかねない。ものづくり
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2987

（独
法・公
設試
等）

29歳 科学
省

24146

研究設備等
整備費補助

推進す
べき

立教大学では物理、化
学、生物の分野におい
て最先端の研究が進め
られていると同時に研
究者の育成にも力を入
れ毎年多くの優秀な研
究者を輩出している。今
後の発展のためにも資
金補助は欠くことのでき
ないものである。

大国として発展した日
本において研究者や技
術者が補助を受けられ
ないのは国力の低下を
意味する。将来日本が
再びものづくり大国とし
て世界に名を響かせる
ためにも資金補助は必
要不可欠なものであ
る。

2988

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

「施策の重要性」に指摘
されているとおりだと思
います。「内訳」に記さ
れているとおり、採択率
の向上を図り、広く薄く
配分することが重要だ
と思います。

採択率の向上、広く薄く
配分することにより、科
学研究のすそ野が大き
く広がり、トップのレベ
ルの向上にもつながる
からです。

2989

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24133
科学研究費
補助金

このまま
推進す
べき

学問の基盤を支える資
金として、さらに充実す
べきである。

自由な発想による基盤
的研究への支援は、日
本の将来を担う科学へ
の投資として必須であ
る。この施策の発展を
放棄することは、日本が
科学立国であることを
放棄することになる。

2990

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24007

細胞動態シ
ステム科学
基盤研究事
業

このまま
推進す
べき

細胞は生命の基本単位
であるがいまだ不明な
点がおおい。最先端計
測、高性能計算、シミュ
レーションなどの手法を
組み合わせて、細胞動
態を解明していく研究
は生命現象の理解に必
須であり、国家単位で
推進発展させるべきで
ある。

細胞機能を理論的に解
明することができれば、
細胞動態を自由に操
り、病態の解明・治癒に
直接結びつけることが
でき、現政権がかかげ
ているライフイノベーシ
ョンと直結する。

2991

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

30～
39歳

文部
科学
省

24143

大学院教育
改革推進事
業のうち、グ
ローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

グローバルCOEプログ
ラムは、日本の既存の
大学組織では困難であ
った新しい研究分野の
研究体制を構築し、そ
のための人材育成を行
うことに成功してきた。
競争的な資金配分によ
り、大学運営にも新しい
研究分野でのグローバ
ルなレベルでの研究競
争に取り組むインセンテ
ィヴを生んだ。競争的資
金の獲得が大学にとっ
て魅力的なものにする
ためには、間接費を配
分することが必要であ
る。間接費の復活を含
め増額が必要である。

グローバルCOEは、日
本の研究大学間の競争
を高め、各大学が得意
分野を自覚し、資源を
集中し効率化していくた
めの起爆剤として十分
に機能した。新しい分野
の教育体制も整ってき
たところで、縮小・中断
することは、拠点に結集
した研究者の雇用を失
わせるだけではなく、育
ちつつある学生の活躍
の場もなくなることを意
味する。
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2992

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24167 固体ロケット
このまま
推進す
べき

日本の独自の創造的ミ
ッションを遂行するのに
必須。もっと重点を置い
ても良いぐらいである。

この固体ロケットこそ、
本当の意味での「純国
産」で他国の追随を許さ
ない技術である。Ｍ－Ｖ
退役もナンセンスであっ
たが、この計画を開始
するのが遅かったぐら
いである。不況で多くの
メーカーが撤退する中、
産学で協力して推進す
べき最重要施策であ
る。この技術の散逸は
日本の掲げる科学技術
立国の敗北を意味す
る。

2993
その
他

40～
49歳

総務
省

20110

・フォトニック
ネットワーク
技術に関す
る研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は、日本の
基幹産業として最も重
要であり、光通信産業
に力を注ぐことは、これ
からの日本の成長産業
になります。 
以上のことから、光通信
産業の研究開発を強力
に推進すべきであり、
益々国として力を入れ
るべき分野だと考えま
す。 

光通信産業はすべての
産業の基盤になるもの
であり、光通信産業はこ
れからの２１世紀の日
本で最も成長が見込め
る最も重要なグリーンIT
産業だからです。 

2994
官公
庁

40～
49歳

総務
省

20110

フォトニックネ
ットワーク技
術に関する
研究開発

このまま
推進す
べき

光通信産業は、日本の
基幹産業として最も重
要です。 
また、光通信産業に力
を注ぐことこそ将来的な
雇用対策になることで
す。  
以上のことから、光通信
産業の研究開発を強力
に推進すべきであり、
益々国として力を入れ
るべき分野だと考えま
す。  

日本の光ファイバーサ
ービスは、世界のトップ
クラスです。この地位を
維持することは、日本の
国際競争力を考えます
と大変重要なことです。 
 
さらに、光通信産業は
すべての産業の基盤に
なるものだからです。  
なんといっても、光通信
産業はこれからの２１世
紀の日本で最も成長が
見込める最も重要なグ
リーンIT産業だから、必
ず発展していける分野
です。 

博士課程に在籍してい
ますが結婚/出産のタイ
ミングでのポスドク勤務
が不安で民間就職を検
討しています．現在の
政策により雇用されて
いる女性研究者(常勤)
に対しての支援は現在
かなり手厚くなっている
と感じますが，ポスドク
など任期付雇用の雇用
形態そのものはグラント
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2995

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

20～
29歳

文部
科学
省

24010
女性研究者
研究活動支
援事業

改善・見
直しをし
た上で推
進すべき

期限付きの研究職での
「職を得られなくなる／
キャリアパスが作れな
い不安」に対する支援
を拡充されるよう，大学
単位でのグラント支給
ではなく地域ごとでの支
援策になるよう目標の
変更をお願いします．

によっても異なり，また
独身男性を想定してい
る規則が多く支援が十
分に行き届いていると
は思えません．特に結
婚出産に伴う就職でき
る地域の限定されるこ
とでの次のポストを得る
ことが難しいこと，雇用
されているグラントによ
って休職＋任期延長が
できないことが不安で
す．特定の大学ではなく
地域内で連携しどの大
学でも支援が受けられ
る，また次のポスト公募
における地域内大学で
の連携など地域として
の取り組みを期待して
います．そして，雇用し
ているグラントによって
それらの規則が異なる
ことを解決できるような
施策を望みます．

2996

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

40～
49歳

文部
科学
省

24149
国立大学法
人等施設の
整備

このまま
推進す
べき

日本の国際競争力強化
のため、大学は常に健
全な発展・成長をし続け
てゆくべきであり、特に
大学附属病院での医療
先進技術の確立は、人
道的かつ国力の充実に
おいて重要な事業であ
る。

先進技術を極めるには
人材・環境の両面にお
いて最良の整備が成さ
れなければならず、これ
を確保すべきは大学を
措いて外に無い。しかし
少子化に伴う人材減と
施設老朽化による環境
劣化がこれを妨げてお
り、このままでは高度・
多様化する国際情勢に
おいて不利である。特
に最先端医療と地方医
療を両立するという使
命を託された大学附属
病院を拡充する事は、
国民の生活環境の向上
や世界的な医療産業に
おける優位性と収益増
をもたらすものであり、
正に国を挙げて取り組
むべき事項に相応しい
と考える。

2997

大学・
公的
研究
機関 20～

文部
科学

24146

私立大学研
究設備等設

このまま
推進す

大学や大学院での研究
を更に高度なものにし、
優秀な研究者が輩出で
きるようにして頂きた
い。 

今後の日本を支えてい
く技術力を生み出すた
めにも、優秀な研究者
の輩出は国が行うべき
義務ではないだろうか。
充実した設備で、充実し
た研究が出来れば、優
秀な研究者はもっと増
えるはずである。 
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（独
法・公
設試
等）

29歳 省 備費補助 べき 充実した研究設備と共
に、大学や大学院に進
学しやすくなるような制
度・補助を行って頂きた
い。 

最近の不況を考えると、
経済的な理由で大学院
に進学する優秀な人物
は減少している可能性
がある。これを避けるた
めにも、大学院へ進学
しやすくし、充実した研
究設備を整えるべきで
ある。

2998
民間
企業

30～
39歳

文部
科学
省

24180
ナノテクノロ
ジー・ネットワ
ーク

このまま
推進す
べき

ナノテクノロジーが盛ん
に研究開発されている
が、その研究に当たっ
ては最先端の分析機器
や装置を用いないと現
象の解明が進まず、製
品化に結びつけていくこ
とが困難である。しかし
ながらナノテクの最先端
の設備は一企業が負担
しきれる金額ではなく、
そういう意味では大学
などの公的機関におい
て最先端機器を揃えて
頂き、民間企業が割安
に使用できる施策が今
後の産業界の発展には
大変有意義であると考
える。また情報のネット
ワーク構築も重要であ
り、そういった意味でそ
の中核となり得る拠点
が公的機関に存在する
ことの意義も大きい。

ナノテクノロジーは時代
を担う技術であるが、装
置や分析機器が相当高
額であり、当たるかどう
かわからない分野でも
あることから企業でそこ
まで投資することは難し
い。ただし研究開発に
は１０年単位の時間を
要する場合が多く、研
究開発の目を検証して
いく場が必要であり、そ
ういった場を提供して頂
けるナノテクノロジー・ネ
ットワークはとても価値
が高いものと思われる。

2999

大学・
公的
研究
機関
（独
法・公
設試
等）

50～
59歳

文部
科学
省

24143
グローバル
COEプログラ
ム

このまま
推進す
べき

将来の日本の科学を背
負う研究者育成のた
め、是非、推進すべき
施策である。

これまで、選択された拠
点が、それぞれいろん
な工夫をしながら、世界
に羽ばたく研究者の育
成に努め、多くの成果を
挙げてきている。日本
の各地に特徴のある拠
点が築かれていくの
は、学問の広がりから
考えてもたいへん有意
義である。

3000
民間
企業

30～
39歳

経済
産業
省

27007

次世代印刷
エレクトロニ
クス材料・プ
ロセス基盤
技術開発事
業

このまま
推進す
べき

印刷技術を駆使したエ
レクトロニクス素子・回
路の需要は年々高まっ
ており、今後は、「大面
積化」「高移動度化」「低
コスト化」「低エネルギ
ー化」など、様々なこと
を鋭意検討していく必
要があるように思いま
す。

エレクトロニクス素子・
回路にとって、軽量化
や対衝撃性などといっ
た要素は非常に重要で
あり、生産性や実用性
の面から開発を続ける
必要があると思うから。
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